
PL。 77 S」 1001出土試料 512

PL。  76 SJ1001t」■議研針507

PL. 79 S」 1 001 LL■言胡針512

PL. 78 SJ1001!」 ■:式准半512

PL.80 S」 1001出土試料 512

S」 100]出土試料 514

PL. S」 1001出土試料 514

PL.

PL.

よ

１

１

１

，
こ

ｒ

Ｆ

こ

と

彗

‐
彗

ユ

PL.81 S」 100]出土試料 514

85 S」 1001出土試料 514

PL.86 S」 1001出土試料 514
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PL.89 SJ1001出土試料 522

PL.88 S」 100]出土試料 514

PL。  90 S」 1 001 LL■ :式準半522

PL.92 S」 1001出土試料 522

PL.91 S」 1001出土試料 522

PL。  93 S」 1 001 LBtti議研針522

PL。 94 S」 1001出土試料 522

PL。  95 SJ100]t」土二議研針532
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彎
|■ ユ●II,

■■■ ||

PL. 96 SJ1001t」 土二:式米半532 PL. 97 S」 1001趾l■ :式*斗 532

PL。 98 S」 1001出 土試料 532

PL. 100 S」 1001と上上言式米半532

PL。 99 S」 1 001 ttt■ 言式米半532

PL.102 S」 1001出 土試料 532
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PL。  104

PL.106 S」 1 001 LL土靖式や斗532
‐ ~          

■
―              ||● I・

'

1帝|■ Ⅲ―ヶ,ぁ ■警|

■普癬  r

● ' 壷森 ‐ =十
~~

´…… :|■
~~

PL.105 S」 1001出土試料 532

PL. 107 S」 1 001 ttt■ :式米半532

PL。  108 S」 1001と;■言式料 532 PL. 109 SJ1001t」 ■:式本斗532
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PL. ]12 S」 1001 LL■言式お半532

S」 1001出土試料 533

PL. 117 SJ1001t」 土靖式琳半533

PL。 119 S」 1001出土試料 533

PL.]13 S」 1001出土試料 533

PL.115 SJ1001出土試料 533

PL.116 S」 1001出土試料 533

PL.]18 SJ1001出土試料 533

PL.120 S」 1001出上試料 533

PL。 122 SJ1001出 土試料 534

PL.121 SJ1 001出 土試料 533

PL。  123 S」 1001 LL土靖式琳半534
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PL. 124 SJ1001と 」■言式米半534 PL.125 S」 100]出上試料 534

126 S」 1001 LL土垢武*半 534

PL. 129 SJ1001!」 土靖式准半534

S」 1001出土試料 534

S」 1001出土試料 534

PL. 130 SJ1001!」 ■:式*斗 534
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PL。 132 S」 1001出土試料 534

PL.134 S」 1001出土試料 534

PL.133 SJ1001出土試料 534

135 SJ1001出 土試料 534

PL. 137

Ｌ〔
ｒ
・　

‐１
，
，Ｉ
　
‐
―
；
，
‐
‐

，

・

！

イ

イ

サ

イ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

ザ

S」 1001出土試料 534

S」 1 001 ttt■ 言式卜半534

PL. 136
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PL.138 S」 1001出土試料 534
PL.139 S」 1001出上試料 534

―
、
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｀
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普
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90～ 95         L====三 ァ=〒三戸==冨
〓=」  96

0                          /θ Oη
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第 39図 SJ1 001出土遺物図
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ー
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番号
遺構 器種 長 さ 幅 厚 み 偏 考

SJ1001 正具

物

号

卓退

番
遺構 器種 全 長 厚 み

1 2
重塁 備 考

測

口巧

実

番

SJ1 001 船釘 11 内径約 3000 500

第 12表 S」 ]001出土木製品観察表 第 13表 S」 1001出上金属製品観察表

第 14表 SJ1 001出 土陶磁器類観察表

礎部分にあたるものと考えられる。東西方向に長軸を置く板が、44枚検出された。最北端の敷板血 1か ら最

南端敷き板血 44ま で約 32mを測る(敷板を北から順に配 1～ 20と仮称する)。 板敷上面は、北から南に向かっ

て緩やかに傾斜しており、北端敷板上面で標高-0854mを、南端敷板上面で標高-1.886mを測る。

敷き板は、東西長平均 272cm、 南北幅約 50cm(最大幅約 80cm)、 厚約 5～ 7cmを測る。板側面には落釘用

のダメ孔が観察されることから、棚板などの船部材を転用したと推定される。北側から隙間無く連続して敷か

れていた。

板敷の南側約 2.2mの地点に、東西 33m、 南北 43mの範囲に丼桁状に組まれた胴木が検出された。直径

約 20～ 37cmの丸太を胴木 として使用している。東西方向に向けた3mの胴木を約 1.8m間隔で 3本並べた

上に、南北方向に向けた胴木を約 20cm間隔で 8本置いている。南側下部胴木に近接して短い胴木が設置され

ている。胴木同士は、鑑や木組み、杭等で固定されている。井桁状胴木北端では標高-59 6cmを、南端では

-96.5cmを測り、北側の板敷き遺構に比べて検出面の標高が高い。

90は陶器の碗である。外面は横線と草木で構成される。91は肥前系磁器の碗である。外面は草で構成され

る。17世紀末～ 18世紀前半。92は肥前系陶器の皿である。いわゆる砂目唐津皿である。削り出し高台で畳

付は露胎である。外面に砂目痕が残る。17世紀初頭～前半。93は肥前系陶器の皿である。いわゆる砂目唐津

皿である。見込みに4箇所の砂目痕が、外面にも砂目痕が残る。17世紀初頭～前半。

96は船釘である。97は工具、もしくは木栓である。

2号板敷き遺構 SJ1 002(第 40～ 45図 )

1区、 117～m18グ リッド付近にて検出。南北長 25mに渡る板敷遺構である。船の引き上げ施設の基

礎部分にあたるものと考えられる。東西方向に長軸をとる板が 16枚、丸太が 4本、合計 20枚 (本)検出さ

れた。最北端の敷板陥 1か ら最南端の丸太No 20ま で約 25mを測る (敷板や胴木を北から順にNo l～ 20と

仮称する)。

敷き板陥 1～ 5は、何れも東西長約 260cm、 南北幅約 50cm、 厚約 1 2cmを 測る。板側面には落釘用のダメ孔

が観察されることから、棚板などの船部材を転用したと推定される。敷板の上面の高さもほぼ同じであり、北

から約 16mの等間隔で敷かれていた。いずれも板の両端に直径 5～ 6硼程度の杭を打設することにより固定

物

『巧

匡

番
遺構 材質 器種 日径 器高 最大径 底径 胎土色

絵付・釉

薬
外面文様 内面文様 印・銘等 製作地 備 考

実

番

SJ1 001 陶器 碗

内

外

断

凹
噸
中

～
付、施

噛
ヨ木+横絹

SJ1 001 陶器 皿 (52)

内

外

断

10YR6/3にぶい黄橙

10YR6/3にぶい黄橙

75YR6/6橙
灰釉 唐滓

17c初～前

半
404

SJ1001 陶器 皿 (2.0)

内

外

断

75Y6/1灰

5Y7/1灰 自

5Y〃 1灰白

施釉 唐津

見込み 4方自

砂目あり

17c初～前

半

919 SJ1001 磁 器 碗

SGYア /1明オ リーフ灰

5GY7/1明 オ リーブ灰

SY6/1灰

絵付・施

釉
章 肥前系
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第 40図 S」 1002遺構図 (1)
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している。敷板の上層や周囲からは、約 100本にも及ぶ杭が検出されている。

一部を除いて、杭打設に規則性は認められないが、打設にあたって、1:杭先端が敷板にまで達する一群 (敷

板に杭による凹が観察される一群)、 2:敷板まで杭が届かない一群、 3:敷板を固定するために敷板周縁に

打設する一群、 4:敷板が未検出の地点に打設されている一群などに分けることができる。

血 1～ 5の板を含む全体の構造については、板の上に杭が立ち並んでいることや、血 6～ 20の板・丸太の

並びや高さとの関係から二重構造であると推定される。配 1～ 5の敷き板を標高-0.65mほ どの高さに敷き

つめ、約 25cmに渡って盛土した後に杭を打設する。そして、標高-0.4mの地点で、板を敷きつめた事が復

A
L=0,00m―

B
L=0 00rr―

C
L O.00m _

�

A― A「

1:灰色 (10Y4/1)砂質土層

2:灰オリーブ色 (75Y5/2)砂 質土層

3:灰色 (10Y4/1)砂質土層

4:灰色 (10Y4/1)砂質土層

5:オ リーブ灰色 (10Y5/2)砂質土層

6:灰色 (7.5Y5/1)砂質土層

7:灰色 (10Y5/1)細 砂層

8:灰色 (7.5Y5/1)粘土層

9:灰色 (10Y5/1)砂質土層

10:オ リーブ灰色 (2 5GY5/1)砂 質土層

B― BI

l:灰色 (10Y4/1)砂質土層

2:オ リーブ灰色 (2.5GY5/1)細 砂層

3:オ リーブ灰色 (2 5GY5/1)ン ル ト質土層

4:灰色 (10Y5/1)砂質土層

5:オ リーブ灰色 (2 5GY5/1)細 砂層

6:灰色 (10Y5/1)砂質土層

7:灰色 (10Y5/1)砂質土層

8:灰色 (10Y5/1)砂質土層

9:オ リーブ灰色 (5GY5/1)砂質土層

10:オ リーブ灰色 (2.5GY5/1)砂 質土層

併]41[劉  S」 1002丼霊帯St劉  (2)

C=CI
灰色 (10Y4/1)砂質土層

灰色 (10Y4/1)砂質土層

灰色 (75Y5/1)砂 質土層

灰色 (10Y5/1)細 砂層

オリーブ灰色 (2 5GY5/1)砂 質土層

灰色 (10Y5/1)細 砂層

灰色 (10Y5/1)細 砂層

灰色 (10Y5/1)砂質土層

灰色 (7.5Y5/1)砂質土層
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PL。 140 S」 1002完掘状況 (南から)

PL.142 S」 1002完掘状況 (南東から)

PL。 141 S」 1002完掘状況 (北から)

PL.143 SJ1002(南 から)

元される。そして、杭の上端は削平されているために不

明であるが、敷板に重量のあるものを引きずった痕跡な

どが見られないことから、杭はさらに上に延び、別の何

らかの施設が伴っていた可育留性も想定される。なお、陥

5と 6敷板の間隔は約 75mあるが、その間にも杭が十

数本立ち並んでおり、本来は敷板が存在したと推定され

る。

杭の上部に敷かれた板と判断できるh6敷板の固定方

法は、No 6敷板の下に長さ 15mほ どの板をh6敷き板

と直交して敷き、その板の下や両側を数個の人頭大の石

で固定 してする。また、h6敷板の周囲には 7～ 8本

の杭が打設されていた。さらに、血 6敷板の南側には、

PL。  144 S」 1002敷板

陥 6敷板より少し低いところに板を立てた状態で埋設されている。周辺には、御船屋の出入り国の門または戸

の土台となるような、上部が加工された丸太杭も2ヵ所で確認された。左右対称と考えれば、調査区外にもう

1本丸太杭があると推測できる。No 6敷板の下部には東西方向の板は敷かれていなかった。

h7～ 20敷板・胴木を高さや杭との関係で二重構造に位置づければ、7～ 13,15～ 18は下部構造に該当し、

14,1920の胴木は上部構造に関連する。

なお、 7と 8,9と 10,Hと 12は下部構造の位置で 2枚重ねとなっている。15,16は本来、No 14胴木

―- 70 -―



PL。  145 S」 1002_L著[:上庭ヨ士住窄割犬況 PL. 146 S」 1002_L音[1九 1

PL. 147 S」 1002_L吉[1荒 2 PL. 148 SJ1002_Lヨ ]オ尤3

PL. 149 S」 1002_L部 1克 4              PL. 150 SJ1002_LttBI元 5

真下にあったが、検出時に湧き水と泥土でななめに浮き上がってしまい、正確な位置を記録できなかった。

6～ 19の間に打設された杭頭 (上部構造上面)と ほぼ同レベルには長さ70cmほ どの板が2～ 3枚重ねで

南北方向にほぼ等間隔で敷かれていた。h6,14,19の西端を結ぶラインと東端を結ぶライン上に敷かれて

おり、南へ緩やかに傾斜していた。以上をまとめると、h6,14,19,20が 上部構造に、それ以外が下部構

造に該当する。

PL. 150 S」 1002_LttBI元 5
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第 43図 S」 1002敷板実測図 (2)

PL。  152 S」¬002敷板固定】犬況

98は肥前系磁器の碗である。外面は横線と草木で構成される。99は磁器の碗である。瀬戸系である。100

は肥前系難の碗である。外面は松で構成される。101は磁器の碗である。102は肥前系陶器の碗である。唐津。

削り出し高台である。103は 陶器の双耳壷である。釉薬のみが施され絵付けは施されていない。104は土師

質土器の皿である。底部は回転糸切りの後にヘラナデを施している。日縁部には煤が付着しており、灯明皿へ

転用している。105は漆器の蓋である。赤漆を施しているが文様は不明である。106は 陶器の大形甕である。

丹波。 107は瓦質の嬉烙である。外面に煤が付着。御厨系焙烙。

109～ 115は船釘である。116,H7は鑑である。H9は不明鉄製品で、素材もしくは切片と推定される。

PL. 151 S」 1002南側,歌板

PL。  153 SJ1002男期反t∃症三十九
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物

口「

震
一
番

遺 橋 材質 器 種 口径 器 高 最大径 底径 胎土色
蓮

外面文様 内面文様 印・銘等 製作地 備考

実

塞

SJ1 002 磁 器 碗 (45)

勺

■

lF

15GY8/1 明緑灰

7 5GY8/1明緑灰

N8/0灰

絵付ケナ、

施釉
ヨ木+横腺 肥前系

SJ1 002 磁 器 碗 (100)

欄

牛

F

5YR3/3暗 褐

5YR3/3暗 褐

{VR′1匠白

施釉 瀬戸系

100 5J1002 磁 器 碗 (1■3)

再

|
十帝

10YG′ ls,85貢みの自

10YG′ ls,85黄みの自

75Y7/1灰 白

絵付け、

疱釉
肥前系

SJ1 002 磁 器 碗 (5,1) (120)

再

ホ

併

OYR6/6明 貢褐

2.5Y7/2灰 黄

25Yア/2灰奮

疱釉

S〕 1002 陶器 碗

可

ホ

lF

10YR7/2にぶい黄橙

10YRア/2にぶい黄橙

7.5YR7/6橙

疱釉 唐津

SJ1 002 陶器 双耳壼 (118)

円

Ⅲ

F

10YR7/3にぶい貢橙

25Y8/2灰 白

10YR7/3にぶい黄橙

帥

SJ1 002 土師器 皿 (103)

伺

Ⅲ

断

2.5Y7/2灰 黄

25Y7/2灰 黄

ク馬Y7アク旺苦

ヨヨナデ ヨコナデ

口縁部煤付着

底部回転糸切

り→ヘラナデ

SJ1 002 漆器 蓋

つまみ

径

55

再

ホ

lF

喘部 黒

也は黒の上に赤

SJ1 002 陶器 甕 (37.3) (7.5)

再

71

断

7 5YR4/2灰 褐

7 5YR4/34月

5Y6/1'兎

疱釉
櫛状工具に

よる沈線
丹波

SJ1 002 瓦質土器 烙烙 (39,0)

勺

ホ

断

2.5Y5/1黄 灰

N2/0黒 ヨヨナデ ヨヨナデ

tl励糸

Ⅲ面煤付着

日英、黒色斑

↓合糸

第 15表 S」 1002出上陶磁器類観察表

遺物

番号
遺構 器 種 長 文様径 縁高 玉縁損 巴種

珠文

数

コビ

キ痕

布目

痕
焼成

雲母

粉
備考

径
豆当ξ

厚 調 調
断面色話

番号

iJ1 002 軒丸瓦 ,Y4/1灰
'Y4/1灰

,Y6/1灰 左 巻 甘しヽ 有

第 16表 SJ1 002出 土瓦類観察表

逼乾

番号
遺 構 器種 全長 幅 厚 み

1 2
重 量 備考

番号

SJ1 002 船釘 04

SJ1 002 船釘 242

SJ1 002 船釘 (7.7)

SJ1 002 船節 74 244

SJ1 002 給釘 104

4 SJ1 002

5 SJ1 002

SJ1002 鑑

SJ1002 鑓 586 角柱状部厚 0,90

SJ1 002 船釘

SJ1 002 不 明 260
SJ1 002 鉄逆 スラグ 309

第 17表 S」 1002出土金属製品観察表

120は鉄滓である。

121は角材である。122,123は箸である。124～ 126は不明部材である。124に は組を巻いていた痕跡

が残る。

1号集石遺構 SU1001(第 46～ 48図 )
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122

第 18表 SJ1 002出 土木製品観察表

1区、 h10, 110グリッド付近にて検出。東西

約 8m、 南北 5mの範囲に渡って結晶片岩割石や砂岩

川原石が検出された。南東側には 40～ 80cm程度の

結晶片岩割石や砂岩川原石が集中するが、石積みとし

て構築されたとは認めがたい。大形石の北側 と西側

には、約 10～ 30cm程度の結晶片岩割石が集中する。

石積みの下部に胴木等は未検出である。

以上のことから、SG1001の 東側縁延長上に位置す

ることから石積基礎遺構の可含P性も想定されるが、遺

物が石積みの下から出土することや、SG1001暗渠部

分西側にも遺物出土集中区が存在することも考慮する

と、大堀埋没時に破壊した石垣を投げ込んだものと推

定される。

127は瀬戸系陶器の碗である。削 り出し高台か。

128は 磁器の碗である。129は 陶器の壺である。備

前。130は 陶器の蓋である。狐から体部にかけて 2

状の鉄釉による円圏がかかれている。131は陶器の

大形甕である。丹波。132は土師質土器の焙烙である。

吻
124

0                          ′θDη

′ r ♂

一

‐

．

‐

筒

Ｍ

ＩＩ ｌｉ

ｌ ‐‐

Ｉ ‐‐

‐
‐

ＩＩ

‐

‐

‐

Ｉ ‐‐

‐

‐

ＩＩ

‐― ‐‐

Ｉ‐ ‐‐

ＩＩ ‐‐

ＩＩ ‐‐

聞

‐ ＩＩ

‐

‐

ＩＩ

ＩＩ ＩＩ

脚

‐ ＩＩ

Ｉ ＩＩ

〕

ｅ

一

袋
一

遺構 器種 長 さ 幅 厚み 備考
測

口巧

蒸

堅

角材 547
122 箸 ? 548

S」 1002 箸 ? 549
124 SJ1 002 不 明 震裏面に圧痕あり 546

SJ1 002 不 明 227
SJ1 002 不明板材

―- 76-―

第 45図 S」 1002出土遺物図 (2)



外面全体に煤が付着している。御厨系焙烙である。

133～ 145は船釘である。146は鉄製の飾板である。147は刀子である。148は楔である。 149は銅製の

飾金具である。花弁を模したもので、表面には 2条の脈が彫り込まれている。裏面には 2箇所の鋳掛け痕が残

る。根本には鋲留用の釘穴が穿孔されている。

150～ 154は木製の船釘である。155～ 158は船部材であるが、使用箇所は不明である。 159は杭である。

6号土塁状遺構 SG1006(第 49,50図 )

歩道建設工事に伴い、発掘調査対象地南側の徳島市安宅 2丁 目238-3番地と同丁目 169番地において、

県教育委員会文化財課による立会調査が実施された。この地点は、安宅御船屋役所の南側土塁が存在したと推

定される地点に該当する。

238-3番地地点では、土層断面観察により土塁状遺構が確認された。SG1006土層図(1)-1では、6～ 8,

12層が該当する。上層及び北側が撹舌L等により削平されており規模は不明である。現存高は 0,85mを測る。

0                                          5れ

L=0.00m―――――

1:灰色 (10Y4/1)砂質土層

2:灰色 (10Y5/1)砂質土層

3:オ リーブ灰色 (2 5GY5/1)砂 質土層

4:オ リーブ灰色 (5GY5/1)砂質土層

5:暗オリーブ灰色 (5GY4/1)砂質土層

5狗

PL. 154 SU1001完掘状況

第 46図  SU1001遺構図
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第 47図 SU1001出土遺物図 (1)
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149



Ｖ

口巧
還構 材質 器種 日径 器高 最大径 底径 胎土色

絵付・釉

薬
外面文様 内面文様 印・銘等 製作地 備考

来 測

番号

SU1001 陶器 碗

25Y7/3浅貢

25Y8/3淡黄

2.5Y8/3淡 黄

施釉 瀬戸系

ケズリ出し積

SU1001 磁 器 碗 (109) (57)

内

外

断

5Y7/2灰 白

5Y7/2灰 白

75Y7/1灰白

施釉

陶器 一盟 (5,4)

内

外

晰

7 5YR4/2灰 褐

7 5YR4/1褐 灰

7 5YR5/1褐 灰

競輻ナデ 整輯ナデ 備 前

349

陶器 轟

つまみ

径

16

内

外

断

10YR5/8黄掲

10YR7/6明黄褐

ЮYR7/6明黄掲

施釉 軸鑢ナデ 議輯ナデ

352

陶器 甕

内

外

断

7 5YR3/3暗 褐

Nア /0灰自

25Y4/1黄灰

内面 施

釉

外面 灰

釉 ?

軸輯ナデ 賤転ナデ 丹波

:U100
土師質土

器
焙 烙 (366)

内

外

断

25Y7/2灰貢

7 5YR5/2灰 褐

25Yア/2灰黄

ヨコナデ ヨコナデ

御厨系

外面煤付着

石英、金雲碍

含む

第 19表 SU100]出土陶磁器類観察表

近世期の生活面は、13層で黄褐色砂質土層である。土塁最下層に粘性が強い灰色砂質土層 (12層)を約 5～

1 5cmの 厚さに渡つて敷き、その上に黄灰色砂質土層 (6～ 8層)を盛土している。 12層はジオテキスタイル

として敷かれた可能性がある。SG1006土層図 (1)-2で は、 1～ 12層が該当する。上層及び南側が撹乱

等により削平されており規模は不明である。現存高は 0,75mを測る。土塁最下層に粘性が強い灰色砂質土層

(12層)が約 5～ 1 0cmの 厚さで検出された。12層は非常に固く締まっている。その上に黄灰色砂質土層 (6,

7層)をほぼ水平に盛土している。 6層北端上部には黄灰色砂質土層 (5層)が南北幅 1.3m、 高さ 0.3mに

渡って土手状に盛土されている。その内側 (南側)に灰黄色砂質土層 (1～ 4層)等が 10～ 30cmの厚さで

盛土されている。 5～ 8,12層北側の斜面部には灰オリーブ色砂質土層 (9～ 11層)が掻き揚げられている。

269番地地点においても、土層断面観察により土塁状遺構が確認された。SG1006土層図 (2)-3で は、

4～ 26層が該当する。上層及び南側が撹乱等により削平されており規模は不明である。現存高 0.57m、 幅 5,4

mを沢1る 。238-3番地地点のように土塁最下部全面に敷かれたジオテキスタイルに対応する層はない。唯一、

非常に締まったオリーブ灰色砂質土層 (15層)が対応する可能性があるが、土色からすると有機物が多く含

まれた土層とは考え難い。にぶい黄色砂質土層 (23,24層 )を水平に盛土した後に、オリーブ褐色砂質土層

(14層)を土手状に盛土する。その内側 (北側)には暗灰黄色砂質土層 (17層)やにぶい黄色砂質土層 (22

物

０〓

遺

怒
遺構 器種 全長 幅 厚 み

頭 部
重量 備考

実

番号

測

船釘 11

船 釘 11

SU1001 船 釘

SU1001 船 釘

SU1001 船 釘 437

SU1001 船 釘

SU1001 船 釘

140 SU1001 船 露

SU1001 船釘 42フ

142 SU1001 船釘 441

船釘

144 SU1001 船 釘 11

SU1001 船 釘 428

SU1001 不 明

SU1001 刀子

SU1001 盤 2044

SU1001 飾金具 11 基部の穴の径 020

第 20表 SU1001出上金属製品観察表
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番号
遺構 器種 長 さ 幅 厚 み 備考

実

番

150 SU1001 船釘

船釘 ¬桂部厚 1.20

SU1001 船 釘 11 η柱部厚 1.40

SU1001 船 釘 7.8 ¬桂部厚 100

SU1001 解 11 602

1冶 1 7.3 603

SU1001 船部材

SU1001 船部材 272

船部材 595

SU1001 杭 596

第 21表 SU1001出土木製品観察表
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L=000m

|

L宝100m

|

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

灰黄色 (25Y6/2)砂 層

灰黄色 (25Y6/2)砂 層

灰黄色 (2.5Y6/2)砂層

黄灰色 (25Y6/1)砂 質土層

黄灰色 (25Y6/1)砂 質土層

黄灰色 (25Y6/1)砂 質土層

黄灰色 (25Y6/1)砂 質土層

黄灰色 (2.5Y6/1)砂質土層

灰オリーブ色 (5Y6/2)砂 質土層

灰オリーブ色 (5Y5/2)砂 質土層

灰オリーブ色 15Y5/2)砂 質土層

灰色 15Y6/1)砂 質土層

黄掲色 (25Y6/3)砂 質土層

黄褐色 (25Y6/3)砂 質土層

15:黄褐色 (2.5Y6/3)砂質土層

16:灰色 (10Y5/1)砂層

17:灰オリーブ黒色 (5Y4/2)砂 層

18:オ リーブ黒色 (10Y3/1)細砂層

19:灰黄色 (25Y6/2)粗 砂層

20:灰黄色 (25Y6/2)砂 層

21:暗灰黄色 (25Y5/2)砂 質土層

22:暗灰黄色 (2.5Y5/2)砂質土層

23:黄褐色 (25Y5/3)砂 質土層

24:暗灰黄色 (25Y5/2)砂 質土層

25:クサレ礫層

26:黄灰色 (25Y6/1)砂 質土層

27:灰色 (10Y5/1)砂層

―

Ｉ

Ｅ
ｏ
ｏ
．ｏ
＝
コ

――
―
―
ｌ
ｃＣ
Ｏ
Ｏ

， Ｈ
コ

238-3番期也点

第 49図 SG1006土層図 (1)
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L=1.00rn――――

L=000m―

1:灰黄色 (25Y6/2)砂 層

2:暗灰黄色 (2.5Y5/2)砂層

3:暗灰黄色 (25Y5/2)砂 層

4:にぶい黄色 (25Y6/4)砂 質土層

5:にぶい黄色 (25Y6/4)砂 質土層

6:オ リーブ掲色 (2.5Y4/4)砂質土層

7:にぶい黄色 (2.5Y6/41砂質土層

8:暗灰黄色 (25Y5/2)砂 層

9:にぶい黄色 (2.5Y6/4)砂質土層

10:に ぶい黄色 (2.5Y6/4)砂質土層

11:にぶい黄色 (2.5Y6/4)砂質土層

12:にぶい黄色 (2.5Y6/4)砂質土層

13:暗灰黄色 (25Y5/2)砂 層

14:暗灰黄色 (25Y4/3)砂 質土層

15:オ リーブ褐色 (2.5Y4/3)砂質土層

16:にぶい黄色 (25Y6/4)砂 質土層

17:暗灰黄色 (25Y5/2)砂 層

18:暗オリーブ褐色 (25Y3/3)砂 層

19:暗灰黄色 (2.5Y4/3)砂質土層

20:暗灰黄色 (25Y5/2)砂 層

169番地地点

21:にぶい黄色 (2.5Y6/4)砂質土層

22:にぶい黄色 (25Y6/4)砂 質土層

23:にぶい黄色 (25Y6/4)砂 質土層

241にぶい黄色 (25Y6/4)砂 質土層

25:にぶい黄色 (25Y6/4)砂 質土層

26:にぶい黄色 (25Y6/4)砂 質土層

27:オ リーブ褐色 (25Y4/4)砂 質土層

28:黄褐色 (25Y5/3)細 砂層

29:灰色 (5Y6/1)砂 層

第 50図  SG1006E上層図 (2)

層)な どを約 70cm程度の単位で盛土している。土手状盛土層の外側 (南側)に は、にぶい黄色砂質土層やオリー

ブ褐色砂質土層 (4～ 12層)が比較的細かい単位でかき上げられている。

1号溝状遺構 SD1001(第 51～ 54図 )

2区、 s7～ q14グリッド付近にて検出。東西方向に掘削された溝状遺構である。現存長約 25m、 南北幅

5.1～ 7.3mm、 深度 0.65～ lmを測る。遺構覆土はオリーブ灰色砂質土層やオリーブ黒色砂質土層である。

底部の暗オリーブ灰色粘性砂質土層には鉄分の沈殿槽が検出された。

160は磁器の碗である。 161は磁器の碗である。肥前系か。162は陶器の碗である。外面は波状文で構成

される。常滑系か。 163は 陶器の碗である。高台から体部下半にかけては釉薬が施されていない。 164は 肥

前系磁器の鉢である。外面は花と牡丹と区画間(菱 と蔓)で、内面は横線で構成される。165は 陶器の皿である。

PL。 155 SD1001検 出】犬況

イ́
か ヾ攀 許=I,奪

レ

艤磯!、

格 ε

鞘
|

PL.156 SD1001遺 物出土状況
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0                                2p

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

1

オリーブ灰色 (10Y4/2)シ ル ト質土層    1
オリーブ黒色 (10Y3/2)ン ル ト質土層   2
暗オリーブ灰色 (2.5GY4/1)シ ル ト質土層  3
オリーブ黒色 (10Y3/2)ン ル ト質土層   4
暗オリーブ灰色 (2 5GY4/1)シ ル ト質土層  5
暗オリーブ灰色 (2 5GY4/1)シ ル ト質土層  6
灰色 (75Y4/1)シ ル ト質土層       7
暗オリーブ灰色 (2.5GY4/1)シ ル ト質土層  8
オリーブ黒色 (10Y3/2)粘土層       9
暗オリーブ灰色 (5GY4/1)シル ト質土層  10
オリーブ黒色 (10Y3/2)シ ル ト質土層   11
暗オリーブ灰色 (2 5GY4/1)ン ル ト質土層  12
暗オリーブ灰色 (2 5GY4/1)シ ル ト質土層  13
暗オリーブ灰色 (2.5GY4/1)シ ル ト質土層  14
暗オリーブ灰色 (2 5GY4/1)シ ル ト質土層  15
暗オリーブ灰色 (2 5GY4/1)シ ル ト質土層  16

2

暗オリーブ灰色 (2 5GY4/1)砂 質土層

オリーブ黒色 (5Y2/2)砂 質土層

灰オリーブ色 (7.5Y4/2)砂質土層

オリーブ黒色 (75Y3/2)砂 質土層

オリーブ黒色 (5Y3/2)粘 土層

オリーブ黒色 (5Y3/2)粘 土層

オリーブ黒色 15Y2/21砂 質土層

オリーブ黒色 (75Y3/2)砂 質土層

オリーブ黒色 (7.5Y3/1)粘土層

暗オリーブ灰色 (2.5GY4/1)シ ルト質土層

暗オリーブ灰色 (2.5GY4/1)細 砂層

暗オリーブ灰色 (2.5GY3/1)砂 質土層

灰オリーブ色 (7.5Y4/2)シルト質土層

オリーブ黒色 (5Y3/2)粘 土層

オリーブ黒色 15Y3/2)粘 土層

3

オリーブ灰色 (10Y4/2)砂層

灰色 (10Y4/1)砂層

灰色 (10Y4/1)砂層

オリーブ黒色 (10Y3/2)細 砂層

灰色 (75Y4/1)細 砂層

灰色 (10Y4/1)砂層

灰オリーブ色 (75Y4/2)細 砂層

灰色 (7.5Y4/1)細砂層

灰色 (10Y4/1)細 砂層

:オ リーブ黒色 (10Y3/1)砂層

オリーブ黒色 (10Y3/1)砂層

オリーブ黒色 (10Y3/2)細 砂層

オリーブ黒色 (7.5Y3/1)細砂層

オリーブ黒色 (75Y3/1)細 砂層

灰色 (10Y4/1)細砂層

:暗オリーブ灰色 (2 5GY4/1)砂 質土層 :オ リーブ灰色 (10Y4/2)シ ルト質土層

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

第 51図 SD1001土層図

外面底部から体部下半にかけて 4条の渦巻き文が施される。見込み付近の釉薬は掻き取られて薄 くなってい

る。166は 肥前系磁器の皿である。唐津、いわゆる端反形の皿である。外面は無文で、内面は草木で構成さ

れる。底部には砂目痕が残る。16世紀末。167は 陶器の皿である。肥前系か。168は月巴前系陶器の皿である。

見込みには砂目痕が残る。削り出し高台である。169は磁器の皿である。外面は無文で、内面は 3状のヘラ

ガキ沈線が施される。170は磁器の鉢である。肥前系。外面は圏線と草で、内面は区画間 (菱形)と梅 と竹

と松で構成される。 172は 陶器の杯である。底部に砂目痕が残る。173は磁器の火入である。外面は風景文

で構成される。174,175は陶器の大形甕である。丹波。176は 土師質土器の鍋である。内外面共にヨコナ
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番号
遺構 材質 器種 日径 器高 最大径 底径 胎土色

絵付・釉

薬
外面文様 内面文様 印・館等 製作地 備考

実

番

朧 碗

対

沐

断

5YR2/3極 暗赤褐

N7/0灰 白

弛釉 394

船 碗

内

外

断

7.5Y6/1灰

25Y6/2灰葉

5Y6/1,疋

寇釉

162 陶器 碗 (34)

内

外

断

2 5YR4/1 赤 灰

2.5YR3/1暗 赤灰

2 5YR4/4に ぶい赤褐

題釉 皮状紋 常滑 ?

,D1001 陶器 碗

内

外

断

8Ⅵ 3s′65グ レイみの黄

8洗 3s′65グ レイみの黄

RV lく Aヽ 蓄みの白

弛釉 392

鴎 鉢 (20.4) (208)

内

外

断

N8/0 灰 自

N8/0灰 白

N8/0灰 白

側↓・施

釉

化 十ボ タ ン

十区画間

菱、つ る

横線 肥前系

,D1001 陶器 皿 (16.5)

内

外

断

10YR7/4にぶい黄橙

10YR7/4にぶい黄橙

25Y8/3淡黄

斃釉

賤轍ナデ

休部と底封

の境に沈絹

(4条 )

貫入あ り

,D1001 磁 器 皿 (20)

内

外

断

5Y7/2灰 白

25Y7/3浅黄

25Y7/2灰黄

絵 付 け 、

鉄釉
草木 唐津

端反形の皿

砂目あ り

1-1期

,D1001 陶器 皿 (40)

内

外

断

25Y6/3にぶい黄

25Y7/2灰黄

2.5Y7/2灰 黄

施釉

168
'D1001

陶器 皿 (44)

内

外

断

10YR6/3にぶい黄橙

7 5YR7/4に ぶい緒

題釉 肥前系 内面砂 目あ り

'D1001
磁 器 皿 (10.4) (2.4) (3.8)

内

外

断

25Y7/3浅黄

2.5Y3/2灰 白

2 SY8 2灰 白

乾釉
3条のヘラ

描沈線

,D1001 磁器 鉢 (20.2) (6.7)

勺

米

訴

N8/0 灰 自

N8/0灰 自

5Y3/1灰 白

絵付・施

袖
目線+草

匹回向 (妻

形)十 梅+

竹+松

肥前系

,D1001 陶器 杯

困

外

断

5Y7/2灰 白

SY7/2灰 白

5Y7/1灰

弛釉 外面砂目

,D1001 蹴 火入 (33) (13,6)

再

朴

断

25Y8/1灰自

SGY8/1灰 白

5Y871灰 白

会付け、

疱釉
軋景文

'D1001
陶器 甕

困

外

断

10YR4/4褐

10YR5/4にぶい黄褐

25Y7/2灰黄

丹波

'D1001
陶器 甕

内

外

断

5YR5/3に ぶい赤褐

5YR4/4に ぶい赤掲

5YR6/4に ぶい橙

丹波

,D1001
土師質土

器
鍋 (ア 8)

内

外

10YR6/3にぶい黄橙

10YR6/2灰黄褐
ヨヨナデ ヨコナデ

h色班粒含む

177
'D1001

陶器 摺鉢 37.2

内

外

断

7 5YR6/6種

10YR7/4にぶい黄橙

10YR6/4にぶい黄橙

醸 ナデ

■ビナデ
輸輻ナデ キロ有

,D1001
土師質土

器
混炉 (15,0) (35.8)

内

外

断

10YR5/3にぶい黄褐

10YR4/3にぶい黄褐

10YR5/3にぶい黄褐

板ナデ 菊け着 538

179 ,D1001 土師質 土人形 14g
殉

米

7 5YR6/4に ぶい貢種

7 5YR6/4橙
ミ

ヨ要、雲母、

斥色斑粒含

土師質 土人形 13g
勺

猟

7.5YR7/4に ぶい貢程
せ」菱

写英、雲母、

黒fIHF蹄含

陶器 火鉢 27.6

内

外

断

25Y8/1灰自

2.5Y8/1灰 白

25Y3/1灰白

鮒 ・施

噛
公 峯十?

勺外面とも貫

代あり

第 22表 SD1001出土陶磁器類観察表
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還 物

番 号
遺構 器 種 長

吼当踵

径
瓦当汚 党様径 縁高

丸瓦郡

厚
玉縁長

表器面色 表器面t
巴種

珠文

数

コビ

キ滝

布目

痕
焼成

雲母

粉
備考

調 調

,D1001 軒丸瓦 (9,4) 無 長 銀
〔

第 23表 SD1001出土瓦類観察表
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第 54図 SD1001出土遺物図 (2)

ワ尺

θ                            ′Ocm
197, 198

ツ  ! θ

物

口一

一理

番
違構 器種 全長 幅 厚 み

1

重量 備考
棄況

番電

船 釘

184 SD1001 船釘

SD1001 船 釘

186 船 釘 188

船 釘 187

188 船 釘

189

190 船 釘

SD1001 船 釘

船 釘

船釘

194 船 釘 189

船 釘 1

195 座 金

第 24表 SD100]出上金属製品観察表

番号
遺構 器 種 長 さ 幅 厚 み 偏 考

粟

番

SD1001 骨

曲物

第 25表 SD1001出土木製品観察表
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デが施される。177は 陶器の播 り鉢である。焼成はやや甘く、片口を有する。178は土師質土器の短炉である。

底部に煤が付着する。179は土師質の泥面子である。貝を模す。180は 土師質の泥面子である。 2振 りの剣

を模す。裏面に剥離痕がある。182は 陶器の火鉢である。外面は松で構成される。「不明と峯」で構成される

印が施されている。内外面共に員入が観察される。

183～ 195は船釘である。196は責金具もしくは座金である。197は牛骨上腕骨で、切断されている。

198は 曲げ物の底部である。

明治期～昭和期にかけて、大堀が埋没する過程において、周辺部からの湧水を排水するために掘削された溝

である。

2号溝状遺構 SD1002

2区南側において南北側で土質が異なっており、壁面土層の観察により緩やかに北側に下がっていくライン

L=0,00m一二-     3

L=0.00m上

L=0.00m⊥

1:灰色 (10Y5/1)細 砂層

2:灰色 (75Y4/1)砂 質土層

3:暗オリーブ色 (5Y4/3)細 砂層

4:灰色 (10Y4/1)砂質土層

5:灰色 (7.5Y5/1)シル ト質土層

6:灰色 (10Y4/1)砂質土層

7:オ リーブ灰色 (10Y5/2)砂質土層

8:オ リーブ灰色 (5GY5/1)砂質土層

1:オ リーブ灰色 12 5GY5/1)砂 質土層

2:灰色 (10Y5/1)砂質土層

3:灰色 (10Y5/1)砂質土層

4:灰色 (75Y5/1)砂 質土層

5:オ リーブ灰色 (2.5GY5/1)砂 質土層

6:灰色 (10Y5/1)砂質土層

7:オ リーブ灰色 (2 5GY5/1)シ ルト質土層

8:オ リーブ灰色 12.5GY5/1)砂 質土層

91オ リーブ黒色 175Y3/2)粘 土層

10:オ リーブ黒色 (5Y3/2)シ ルト質土層

11:灰色 (10Y5/1)細砂層

第 55図  SD1002■層図

E

1:灰色 (7.5Y5/1)シルト質土層 攪乱

2:オ リーブ黒色 175Y3/1)粘 土層

3:オ リーブ灰色 (5GY5/1)砂質土層

4:オ リーブ灰色 (2 5GY5/1)砂 質土層

5:オ リーブ黒色 (10Y3/1)粘土層

6:灰色 (7.5Y4/1)細砂層

7:オ リーブ灰色 (2 5GY6/1)砂 質土層

8:オ リーブ灰色 (5GY5/1)細砂層

9:黒色 (10Y2/1)粘土層

10:灰色 (10Y5/1)砂質土層

11:灰色 (10Y5/1)砂質土層

12:灰色 (10Y5/1)砂質土層

13:灰色 (10Y5/1)細砂層

―- 88 -―

14:灰オリーブ色 (75Y5/2)砂 質土層



∽
Ⅷ
鰯

γ
２０機
は
プ

　
　
　
ヽ
ノ
〃

＼```
モ三二」_FO多ン

/202

‰

u

∞ 氏
′

∈ にけ綾

′ r ィ         199ヘ ン213

第 56図 SD1002出土遺物図 (1)

が検出されたことから、大堀の南側肩と推定される。p10グリッド付近にて、大きく北に突出する部分があり、

その西側に瓦片が集中して検出された。

東端で一部深掘りを行い、落ち込み部分と堀の底の確認を試みたが、標高約-1.3m付近で激しい湧水があっ

たため、それ以上の掘削を断念した。覆土の最上層付近に遺物は集中しており、瓦片、陶磁器類、木片等が出

土している。

199はほ巴前系磁器の碗である。外面は草木で、内面は圏線で構成される。200は肥前系磁器の碗である。

外面は区画間と章で、内面は横線と檜垣で構成される。201は磁器の碗である。202は月巴前系磁器の碗である。

外面は横線で構成される。203は肥前系磁器の碗である。外面は横線と草木と鏑状の放射線で、内面は横線

―- 89 -―
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別 4～ 別 8
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第 57図 SD1002出土遺物図 (2)

と月で構成される。204は磁器の碗である。外面は横線と草木 (?)で、内面は丸に菊 (?)と 横線で構成

される。205は肥前系陶器の皿である。見込みと底部に 3方向の砂目が残る。206は陶器の皿である。見込

みに砂目が残る。唐津系か。207は 陶器の皿である。208は磁器の杯である。外面は草木で、高台は圏線で

構成される。209は焼き締め陶器の灯明皿である。日縁部に煤が付着する。210は土師質土器の灯明皿である。

底部は回転ヘラケズリである。口縁部に煤が付着する。211は陶器の急須である。212は陶器の徳利である。

大谷焼である。213は陶器の徳利である。大谷焼。「酒」、「 ?ノ 濱」、「未 ?平」のヘラガキが施されている。

214は陶器の大形甕である。丹波。215は 陶器の播 り鉢である。堺。216は須恵質土器の捏ね鉢である。東

播系か。217は瓦質の羽釜である。鍔下面に煤が付着する。218は土師質土器羽釜の脚部である。

230～ 259,26日よ船釘である。260は足金物である。262は鑑である。26Sは金床である。264は刀子である。

265は責金具である。

266～ 169は船部材である。270,271は 下駄である。272は杭である。273,274は 船部材である。

3号溝状遺構 SD1003(第 63図 )

2区、p8グリッド付近にて検出。SD1002に 平行して東西方向に延びる不定型な溝状遺構である。幅約 0.5

rn、 深度 0.lmを測る。遺構覆土はオリーブ灰色砂質土層や灰色砂質土層である。

275は陶器の徳利である。大谷焼。肩部にヘラガキによる文字が施されているが判別不能である。276は

２‐４
翻
脚
岬
①
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還 物

番号
遇構 材質 器 種 口径 器高 最大径 底径 胎土色

欄 了・ 細

外面文様 内面文糠 印・銘等 製作地 備考
実劇

番電

199 ,D1002 磁 器 碗 (129) (132)

内

外

断

7 5GY8/1明 緑灰

7 5GY8/1明 緑灰

,馬 YA′1匠 白

染付、施

釉
革木 横線 肥前系 100

200 ,D1002 磁器 碗 (10.8) (110)

内

外

新

10Y7/1灰自

10Y7/1灰白

757/1灰 白

絵付け、

施釉
Z画間+草 隣線十檜垣 肥前系

:D1002 船 碗 ? (159)

再

ホ

断

,Y7/1灰 自

,Y7/1灰 白

Yヽ7/1膊 白

疱釉 蒻輯ナデ 陸轍ナデ

SD1002 磁 器 碗 (25) (34)

弓

Ⅲ

lF

16 g B′ 8.5′ls腎み自

16 g B,85′ ls青み自

5Y8/1灰白

疱釉 輔 肥前系

,D100E 磁 器 碗 (10,6) (108)

再

Ⅲ

併

14BG′ 85′ ls緑み自

14BG′ 85′ ls緑み自
喰付・施

lL

蓑線+草木

→放身状

r舘帰、

報 →月 肥前系

SD100, 磁器 碗

司

Ⅲ

断

,GY3/1灰自

,GY8/1灰白

N8/0灰白

舎付ιナ、

疱釉

軍木 ?十横

腺

丸に軍花

(菊 7)+
構緯

202

5D100, 磁 器 皿 (121) (12.3)

召

ホ

断

10Y7/1灰自

10Y7/1灰自

N7/0灰

抱釉
内外面 3方向

砂目

SD100互 陶器 皿 (110)

刊

ホ

断

75Y6/1灰

10R5/4赤褐

5YR6/4にぶい掲

疱釉 唐津 ? 内面砂目あり 199

207 SD1 00Z 陶器 皿 (135)

勺

Ⅲ

断

10YRア/2にぶい貢種

10YR7/2にぶい黄橙

7 5YR7/3に ぶい性

抱琴由 203

208 磁 器 猪口 (2,0) (541

再

ホ

斬

10GY8/1明 緑灰

10GY8/1明 緑灰

NA/n庁 白

緯 付 け 、

抱釉

草木

高台に圏線

209 陶器 灯明皿 1.7

勺

琳

新

2.5YR4/4に ぶい赤褐

2 5YR5/4に ぶい赤褐

2 5YR5/6明 縮

賤輻ナデ 茂輯ナデ
ヨ縁部爆付着

箋部回転糸リ
99

陶器 灯明皿

再

ト

断

2.5Y5/6明 赤褐

25Y5/6明赤褐

5YR6/6澄

軸輯ナ

回転ヘラケ

ズリ

糊櫨ナデ 傑付着

陶器 急須 (148)

内

外

断

10YR7/4にぶい黄橙

25Y8/2灰白

2.5Y7/3浅 黄

施釉

陶器 徳 利 (94) (146)

内

外

断

10R4/4赤褐

10Y3/1暗赤灰

10R4/4赤掲

映釉 大谷焼

陶器 徳利

内

外

断

2.5YR5/3に ぶい赤褐

10YR2/1黒

2.5YRS/3に ぶい赤褐

也釉

整鶴ナア→

池釉→ヘラ

犬工具によ

ム勿I車

胸鑢ナデ 大谷焼 底部削り出し

,91002 陶器 甕 (39,6) (33.2) (492)

内

外

断

7 5YR4/4褐

6yo,35′ 5sこ い黄みの

ブラウン

10YR5/1掲灰

砲釉

髄輯ナデ

樺状工具に

よる沈線

輯転ナデ 丹 波 206

SD1002 陶器 悟鉢 (30.8) (326)

内

外

断

,VК4/1褐灰

iYR3/2暗 赤褐

ど5YR5/6明 赤褐

攘 ナデ
楯 リロ (4

条 /1cm)
堺

SD1 002
須恵質土

器
捏ね鉢

内

外

断

;Y7/1灰 自

,Y7/1灰 白

ミY7/1匠 白

ヨヨナデ ヨヨナデ

SD1002 瓦質土器 羽 釜 (21) (26.0)

内

外

蹄

25Y3/1黒 褐

10YR3/1黒褐

25Y5/2暗灰黄

ヨコナデ ヨコナデ
本面鍔下面に

集付着

土師質土

器
羽釜 長さ 85 幅 3.0 早さ 29

丹

本

断

5YS/1灰

5Yア/1灰白

ユビオサ

エ・ユビナ

ギ

第 26表 SD1002出土陶磁器類観察表
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第 58図 SD1002出土遺物図 (3)

し上で々ほ
―
||

:|デ筆 li4
蕩 警 _|― ●|

ら卜  、|す|li

219-226

ヽ
‐

　

　

　

望

＼

　

　

／
／

／

―- 92 -―



228

ガ
日
日
Ｕ

229

第 59図 SD1002出土遺物図 (4)
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遺物

番暑
遺構 器種 長 託当厚 文様径 縁 高 玉縁長 断面色調 巴種 蚊

数

ヨビ

キ痕

布目

痕
焼成

雲母

粉
備 考

実 測

番号径 厚 調 調

,D1002 軒丸瓦 (153)
嶋/0暗 13/0噌 5Y7/1灰

白
左巻三巴 無 艮 有

瓦当面が砂岩¢

ようにざらつく

220 ;D1002 軒丸瓦 (48) W4/0灰 ¶4/0灰 5Y6/1灰 左巻三 E 鎌 無 良 有
兵うにざらつく

'D1002
軒丸瓦

青黒
'B2/1青
昌

75Yア /1

灰白
無 良 有 207

,D1002 軒丸瓦 150) (100) N4/0灰 5Y6/1灰 無 罠 右

,D1002 軒丸瓦
5Y7/1灰

白

,Yフ /1灰

室

5Yア/1灰

白
笠
〔

鍵
〔

甘 い 有

,D1002 軒丸瓦
25Y51

黄灰

15Y6/1

雪匠

25Y6/1

黄灰
左巻 笠

（
盤
〔

甘 い 有

225 ,D1002 軒丸瓦 嶋/0灰 5ヽ/0灰 N6/0灰 左巻三[ 良 有

,D1002 丸 瓦 N6/0灰
,Y7/1灰

有

5Y7/1灰

白
有 良 無

1央部に鉗穴 1

代あり

227 ;D1002 丸 瓦 17 31 N5/0灰 5ヽ/0灰
▼/0灰

ヨ
有 良 無

228
'D1002

丸瓦 17
N3/0暗

2ヽ/0黒 N6/0灰 盤
小

良 無

'D1002
丸 瓦

N3/0暗
4ヾ/0灰

75Y7/1

灰白
盤
小

良 有

第 27表 SD1002出土瓦類観察表

PL. 159 SD1002=上 庭目〕佳窄割犬況

遠 物

番号
遺構 器種 全 長 幅 厚 み

1 2
重塁 備考

実

番号

SD1002 船釘

SD1002 船釘

船釘 11 264

233 船釘 274

SD1002 船釘

235 船 釘

SD1002 船 釘

SD1002 船釘

SD1002 船 釘

SD1002 船釘 276

240 船 釘 230

SD1002 船 釘 265

242 SD1002 船 釘 11

243 SD1002 船 釘

244 SD1002 船 釘

SD1002 船釘

246 SD1002 船釘 228

船 釘 267

SD1002 船 釘

骨台! 266

250 船

`SD1002 船釘 277

SD1002 船釘

SD1002 船釘 11

SD1002 船釘 13

255 SD1002 船釘 279

船釘

船釘

船釘

5D1002 船 釘

SD1002 足金具

SD1002 鑑 1363

262 SD1002 鎖 11

SD1002 船 釘 1005 333

264 SD1002 刀 子 322

265 SD1002 責金具 171

第 28表 SD1002出上金属製品観察表

土師質土器の短頸壷である。国頸部にはヨコナデ、体部に

はイタナデが施されている。277は 土師質土器の羽釜で

ある。外面には煤が付着する。

4号溝】犬遺構 SD1004 (第 64図 )

2区、 s10グ リッド付近にて検出。SD1001に 対して

直交し、そそぎ込む溝状遺構である。検出長 23m、 幅 lm、

深度 1 8cmを 測る。覆土はオリーブ灰色砂質土層である。

5号溝 状 遺 橋 SD1005(第 65図 )

2区、 s9グ リッド付近にて検出。検出長 47m、 幅 1

m、 深度 02mを測る。遺構覆土は灰オリーブ色砂質土層

やオリーブ灰色砂質である。

278,279は 土錘である。278は 土師質である。279

も土師質である。

重物

略弓
遺橋 器種 長 さ 幅 厚 み 備 考

実 洲

266 SD1002 著Б材 422 544

267 SD1002 部材

SD1002 船部材

SD1002 船部材

5D1002 下駄

SD1002 下駄

272 SD1002 杭

SD1002 船著Б材 393 577

274 5D1002 船部材 71 576

―- 94 -一

第 29表 SD1002出土木製品観察表
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第 60図 SD1002出土遺物図 (5)
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第 61図 SD1002出土遺物図 (6)

-96-



円
日
Ｕ

◎
272

0                          ′OD″

′  ∫ θ

272～ 274

6号溝】犬遺構SD1006 (第 66図 )

2区、n12グ リッド付近にて検出。検出長 3.2m、 幅 0.5m、 深度 5 cmを測る浅い溝状遺構である。遺構

覆土は緑灰色砂質土層である。グライ化の影響である。東端は調査区外へと延びる。

280は船釘である。

7号溝状遺構 SD1007(第 67図 )

2区、n12グ リッド付近にて検出。SD1006に 切られる。検出長 1,75m、 幅 0.52m、 深度 8 cmを測る南

北方向の溝状遺構である。遺構覆土は緑灰色砂質土層である。グライ化の影響である。南側は調査区外へと延

ヽ
　
　
　
嘲

物

‐　　　　Ⅷ
　幹

０

PL. 160 SD1003完掘状況

―- 97-―



L=000m    聖

|は

望上

L=000m上

L=000m上

B′

悦

能
は

生

L=000m」上   1

磯

D′

E′

1:オ リーブ灰色 (2 5GY5/1)砂 質土層

2:オ リーブ灰色 (2 5GY5/1)砂 質土層

3:灰色 (10Y4/1)砂質土眉

第 63図 SD1003遺構図、出土遺物図 275-277, 527

飴

527

遺 構 材 質 器種 日径 器 高 最大径 底 径 胎土色
隧 1可

°搭圧

華
外面文様 内面文様 印・銘等 製作地 備 考

測

口巧

SD100 陶器 徳利 (162) (158)

¬

朴

lF

2 5YR4/4に ぶい赤褐

7 5YR2/3極 暗褐

2 5YR4/4に ぶい赤褐

琳面に施

脇
購輯ナデ 範頓ナデ 大谷焼

276 SD100:
土師質土

器
短顕壺 (100) (29)

勺

ホ

10YR5/4にぶい黄褐

10YRS/3にぶい黄褐

日縁・頸部

ヨヨナデ

伝部板ナデ

口縁・頸部

ヨヨナデ

休 喜К脂 +ギ

SD100 土師器 羽釜 (278)

刃

朴

新

10YR5/4に ぶい黄褐

10YR4/2灰黄褐

7 5YR5/4に ぶい褐

ヨコナデ ケヽ ホ面煤付着

527 土師器 焙 焔 (196) (158)

丙

米

舒

10YR4/3に ぶい貢褐

10YR2/1黒

7 5YR5/4に ぶい褐

阪ナデ (1

:m以 上)

ハケ (7条

たm)

外面煤付着

278 SD100! 土師質 土 錘
孔径

04

全長

48

幅

12

厚さ

11

困

外

断

25Y8/2灰白

25Y8/2灰白

25Y8/2灰白

,D100! 上師賀 土 錘
孔径

2

全長

41

幅

41

厚さ

(40)

為

琳

断

5YR7/4に ぶい橙

5YRア/4にぶい橙

5YR4/6赤 掲

ユビオサエ 163

,D1001 陶器 皿

内

外

断

75Y4/3暗オリーブ

75Y4/3暗オリープ

N6/0灰

施釉 肥前系
内面 4方向p

目あ り
406

第 30表 SD1003出土陶磁器類観察表
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L=000m―

1:灰オリーブ色 (75Y5/2)砂 質土層

2:オ リーブ灰色 (10Y5/2)砂質土層

0                   ′θOη

71〃

278′  279

1:オ リーフ灰色 15GY5/1)砂質土層

2:オ リーブ灰色 15GY5/1)砂質土層

3:オ リーブ灰色 (2 5GY5/1)砂 質土層

4:オ リーブ灰色 (10Y5/2)砂質土層

第 64図  SD1004遺構図
第 65図 SD1005遺構図、出土遺物図

物

口▼

遺構 材質 器種 日径 器高 最大径 底径 胎土色
釉付．　

雲

絵
外面文様 内面文様 印・ 銘等 製作地 備 考

渕

ビ巧

実

番

278 土師質 土錘
孔径

04

全長

48

幅

柁

厚さ

11

刃

琳

断

25Y8/2灰自

25Y8/2灰白

25Y8/2灰自

162

土師質 土 鍾
孔径

2

全長

41

幅

引
隣
⑩

困

外

断

5YR7/4に ぶい橙

5YR7/4に ぶい橙

5YR4/6赤 褐

ユビオサェ 163

第 31表 SD1005出土土製品観察表

びる。

8号清状遺構 SD1008(第 68図 )

3区、h6～ h8グリッド付近にて検出。検出長 7 rn、 幅 1,lm、 深度 20cmを 測る東西方向の溝状遺構で

ある。覆土は灰オリーブ色砂質土層であるが、焼土や炭類の混入が多い。遺構中央部より貝殻が出土した。

281は陶器の皿である。肥前系。見込みに砂目痕が 4方向残る。17世紀末～ 18世紀初頭である。

9号溝状遺構 SD1009(第 69図 )

―- 99 -―



L=000m

勿″

Ｏ一

Ｍ

脚

悧

Ｉ
Ｉ
Ｉ

脚

Ｍ

一

1:緑灰色 (7 5GY5/1)砂 質土層

物

口巧

」巳
　
重西

遺構 器 種 全長 幅 厚 み
1

頭 部

2
重量 備考

棄捌

躊弓

280 SD1006 船 釘

L=000m

0           ′コ

ー1:緑灰色 (7 5GY5/1)砂 質土層
280  第 32表 SD1006出上金属製品観察表

0                    5oη

ア , ″

第 66図 SD1006遺構図、出土遺物図 鋳:67[剛  SD1007丼重静ま[劉

4区、h7グリッド付近にて検出。検出長 1,9m、 幅 032m、 深度 8 cmを測る北西から南東へ延びる溝状遺構。

遺構覆土は灰オリーブ色砂質土層である。

282は船釘である。283は木製の船釘である。

10号溝状遺構 SD1010(第 70図 )

4区、88グリッド付近にて検出。検出長 1lm、 幅026m、 深度 10cmを測る東西方向の溝状遺構である。

東側は調査区外へと延びる。遺構覆土は灰オリーブ色砂質土層である。

11号溝状遺構 SD1011(第 71図 )

4区、 i7グ リッド付近にて検出。検出長 51m、 幅 0.6m、 深度 1 0cmを 測り、北西から南東方向へ延び

る溝状遺構である。遺構覆土は灰オリーブ色砂質土層である。

12号清状遺構 SD1012(第 72図 )

3区、 110～ k10グ リッド付近にて検出。検出長 1l m、 幅約 08m、 深度 24cmを測り、南南西から北

北東方向に延びる溝状遺構である。両端が調査区外に延びるため、本来の長さは不明である。遺構覆土は灰オ

リーブ色砂質土層、灰色砂質土層、黒色粘土層等である。SD1013,SD1014とほぼ平行に掘削されているこ

とから、安宅役所内における区画溝である可能性もある。

13号溝状遺構 SD1013(第 73図 )

3区、 j llグ リッド付近にて検出。検出長 7m、 幅 1lm、 深度 30cmを測 り、南南西から北北東方向に

掘削された溝状遺構である。遺構覆土は灰オリーブ色砂質土層である。SD1014も 同一方向であることからこ

れらの遺構は同一遺構と考えられる。

284は瀬戸美濃系の天目茶碗である。体部下半まで黒釉が施されている。16世紀前半である。285は陶器

の皿である。見込みに砂目が残る。口縁部の破断面には煤が付着しており、日縁部欠損後に灯明皿として転用

―-100-―



y 1

2

1

2

3

A― A'

灰オリーブ色 (5Y4/2)砂 質土層

灰オリーブ色 (5Y4/2)細 砂層

B― BI

灰オリーブ色 (5Y4/2)砂 質土層

灰オリーブ色 (5Y4/2)砂 質土層

灰オリーブ色 15Y4/2)細 砂層

ｍ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｍ

」〓０，００　　　　　　　　　印

L=0,00m―こ二

1

2

3

4

5

6

7

卜000m」上

:灰オリーブ色 (5Y4/2)砂 質土層

:灰オリーブ色 (5Y4/2)砂 質土層

:灰オリーブ色 (5Y4/2)砂 質土層

:灰オリーブ色 (5Y4/2)砂 質土層

:灰オリーブ色 (5Y4/2)砂 質土層

:褐色 (7 5YR4/3)砂 質土層

:灰オリーブ色 15Y4/2)細 砂層

0                         カη
|

l:灰オリーブ色 (5Y4/2)砂 質土層

2:灰オリーブ色 (5Y4/2)砂 質土層

3:灰オリーブ色 (5Y4/2)砂 質土層

4:褐色 (7 5YR4/3)砂 質土層

5:灰オリーブ色 (5Y4/2)細 砂層

,遺物出上状況     ?      ′廟

′ ! ′

第 68図 SD1008遺構図、出土遺物図

PL.1 61 SD1008遺物出上状況
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物

『巧

睡

晉
遺構 材質 器 種 口径 器高 最大径 底径 胎土色

滋
外面文様 内面文糠 印・ 銘等 製作地 備考

靱
駐

281 陶器 皿 2.5

内

外

断

75Y4/3暗オリーブ

7.5Y4/3暗 オリーブ

N6/0灰

題釉 肥前系
内面4方向V

目あり
406

第 33表 SD1008出土陶磁器類観察表

⑦

-7-〇

282

同
闇

川

Ｎ

国

の

場

L=0.00m上 B′

力″

1:灰オリーブ色 (5Y4/2)砂 質土層

2:灰オリーブ色 (5Y4/2)砂 質土層

第 69図 SD1009遺構図、出土遺物図

283

1:灰オリーブ色 (5Y4/2)砂 層

2:灰オリーブ色 (5Y4/2)砂 層

B― BI

l:灰オリーブ色 (5Y4/2)砂 層

2:灰オリーブ色 (5Y4/2)細 砂層

PL。  162 SD1009=上層)住積】犬況

L=0.00m上 A′

1

|

1

LO.00m≦上     型生

1

ｍ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ｍ

０

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

０

０

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

０

０

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

０

」〓
　

　

　

　

　

　

　

　

　

」
〓

助

口巧

霞

晉

過構 器種 全長 慣 冨み 瞑 酎

1

頭 召

2

重 量 謗 測

口言

実

番

,D1009 船訂 444

第 34表 SD1009出土金属製品観察表

醐
謡

離 駆 長 さ 幅 厚 み 備考
靱
既

SD1009 船 釘

第 35表 SD1009出土木製品観察表
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第 70図  SD1010遺構図



ソ

‐ｈ７

卜0.00m型上

い 0.00m B

A′

1:灰オリーブ色 (5Y4/2)砂 層

2:灰オリーブ色 (5Y4/2)細 砂層

B― BI

l:灰オリーブ色 (5Y4/2)細 砂層

2:灰オリーブ色 (5Y4/2)砂 層

3:灰オリーブ色 (5Y4/2)細 砂層

7
C― Cl

l:灰オリーブ色 15Y4/2)細 砂層

2:灰オリーブ色 15Y4/2)砂 層

D― Dl

l:灰オリーブ色 15Y4/2)細 砂層

2:灰オリーブ色 (5Y4/2)細 砂

L=000m_二_         止

1

L=0.00m―⊇生
    1

θ                                劾

第 71図 SD1011遺構図

PL。  163 SD1011完掘】犬況           PL。  164 SD101lE上層堆積】犬況

している。唐津系。16世紀末。286は 陶器の皿である。見込みには砂目が残る。削り出し高台には三角形の

刻みが施されている。唐津系。16世紀前半。287は碁石である。

14号清状遺構 SD1014(第 74図 )

3区、 110, 111グリッド付近にて検出。検出長 55m、 幅 lm、 深度 22cmを測り、南南西から北北東

方向に延びる溝状遺構である。遺構覆土は灰オリーブ色砂質土層や灰色砂質土層である。SD10013の延長線

上にあり、SD1012と 平行して掘削されている。

1号土坑 SK1001(第 75図 )

PL。  163 SD1011完掘】犬況

―-103-



1:オ リーブ灰色 (2 5GY5/1)砂 質土層

2:オリーブ黒色 (75Y3/1)シ ルト質土層

3:オ リーブ灰色 (5GY5/1)細砂層   ＼生

L=000m上

L=0.00m上

2区、 r loグ リッドにて検出。SD1005に 削平

される。残存長軸 1.lm、 残存短軸 0.5m、 深度

1 0clnを測る土坑である。遺構覆土は灰オリーブ色

砂質土層である。

2号土坑 SK1002(第 76図 )

2区、 o10グ リッドにて検出。長軸 ■26m、

短軸 0.62m、 深度 4clnを 測る、浅い楕円形を呈す

る土坑である。遺構覆土は灰色砂質土層である。遺

構検出面より上層において貝層が検出された。

3号土坑 SK1003(第 77図 )

2区、 n llグ リッド付近にて検出。SK1004や

SK1005に 切られる。残存長軸 24m、 短軸 2.4m、

深度 5cmを測る、浅い不整方形を呈する土坑である。

遺構覆土は灰オリーブ色砂質土層である。

4号土坑 SK1005(第 78図 )

2区、 n llグ リッドにて検出。SK1003を 切る。

残存長軸 13m、 幅 0.56m、 深度 2 cmを 測 り、方

形を呈する土坑である。遺構覆土は灰色砂質土層で

ある。

5号土坑 SK1005(第 79図 )

2区、o llグリッドにて検出。SK1003を 切る。

残存長軸 224m、 幅 0,72m、 深度 8 cmを 測 り、

不整円形を呈する土坑である。遺構覆土は灰色砂質

土層である。

6号土坑 SK1006 (第 80図 )

3区、 111グ リッドにて検出。北側は調査区外

へと延びる。残存長軸 2.18m、 幅 144m、 深度

1

2

3

4

5

6

オリーブ黒色 (75Y3/1)シ ル ト質土層

灰色 (10Y5/1)砂質土層

黒色 (75Y2/1)粘 土層

灰オリーブ色 (5Y5/3)シ ル ト質土層

灰オリーブ色 (5Y5/3)砂 質土層

オリーブ黒色 (75Y3/1)粘 土層

駕

SD1012遺構図

―-104-―

第 72図



PL.165 SD1013遺 物出土状況

顧

θ                            ttη

灰色 (10Y5/1)砂質土層

灰色 (10Y5/1)砂質土層

オリーブ灰色 (2 5GY5/1)砂 質土層

灰色 (10Y5/1)砂質土層

灰色 (10Y4/1)砂質土層

灰色 (10Y5/1)砂質土層

黒色 (75Y2/1)粘 土層

A

L=000m―――

284-287

第 73図 SD1013遺構図、出土遺物図

第 36表 SD1013出土石製品観察表

―-105-―

物

号

】還

番
遺構 器種 全長 厚 み 重量 備考

測

号

実

番

287 SD1013 碁石 白 石英



需
一

遺構 材質 器 種 日径 器高 最大径 底径 胎土色
華

外面文様 内画文様 印・ 銘等 製作地 備考

SD101: 陶器 碗

白

μ

μ

灰

ＯＹＲ４

０ＹＲ４

Ｍ

疱釉 瀬戸系

SD101t 陶器 皿 (136)

25Y6/2 灰黄

10YR7/3にぶい黄種

10YR7/3'こぶい黄橙

屯釉 唐津 ?

口縁端部欠損

後灯明mに転

用、煤付着

I-1期

SD101: 陶器 皿 27.9 /6YR6/3に ぶい褐

10YR7/3にぶい黄橙

疱釉 肥前系
内面砂目有

高台に切込有

L=000m―――              ―――   うにふ K l1 7リ ツ
「

V⊆ t↑央mO J[1具 Jvよ Ⅳ可生Iセ仝グト
V｀ こ Jム刺 O`O ダ写電4子長

2    1       3

自葦:手[縁辞抵黙瓢黙鍬

第 37表 SD1013出土陶磁器類観察表

|

L=000m

1:オ リーブ灰色 (2 5GY5/1)砂 質土層

2:オ リーブ灰色 (2 5GY5/1)砂 質土層

0                   7771

第 75図 SK1 001遺構図

24cmを測り、不整方形を呈する土坑である。遺構覆土は灰色砂質土層

である。

7号土坑 SK1007(第 81図 )

3区、 k llグ リッドにて検出。北側は調査区外へと拡がる。残存長

288は 陶器の碗である。前面に緑釉が施されている。底部には砂目

が残る。289は 陶器の碗である。体部下半まで緑釉が施されている。

289は陶器の碗である。外面は無文で、内面は草木で構成されている。

291は 陶器の皿である。肥前系か。292は 陶器の皿である。見込みと

高台に砂目痕が残る。内外面に貫入が観察される。肥前系か。293土

師器の皿である。294は土師質土器の杯である。底部は回転糸切 りで

ある。295は 土師質土器の杯である。底部は回転糸切 りである。296

は磁器の碗である。297は 土師質土器の羽釜である。298は 瓦質土器

1:オ リーブ灰色 (5GY5/1)シル ト質土層

2:オ リーブ灰色 (2 5GY5/1)シ ル ト質土層

3:灰色 (10Y5/1)砂質土層

4:灰色 (10Y5/1)シ ル ト質土層

5:オ リーブ灰色 (5GY5/1)砂質土層

6:オ リーブ灰色 (5GY5/1)細砂層

7:灰オリーブ色 (5Y5/3)砂 質土層

8:オ リーブ灰色 (5GY5/1)砂質土層 地山

第 74図 SD1014遺構図
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＼

＼

1:灰色 (10Y4/1)砂質土層  。            ヵ

野]76[剛  SK1002】董帯ま〔囲 PL。 166 SK1002遺物出土状況

1:オ リーブ灰色 (10Y5/2)砂質土層

O                        in

第 77図  SK1003遺構図

の混炉である。 3足優炉か。299は鈴形土製品である。300は碁石である。両面とも丁寧に研磨されている。

301は土錘である。

―-107-―
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―

―

・
０

〓

1:灰色 (5Y4/1)砂 質土層

2:灰色 (5Y5/1)砂 質土層

3:灰色 (5Y4/1)細 砂層
L=000m_

O                        ヵη

l:灰色 (10Y4/1)砂質土層

鋳]78[電  SK1004封重帯雪[劉

O                          I猟

1:灰色 (75Y5/1)砂 質土層

鋳579[剛  SK1005芸童炉St剛

1   
コ

斜]80[剛  SK1006其董帯St劉
0                        【墨

8号土坑 SK1008 (第 83図 )

3区、k12グ リッド付近にて検出。北側は調査区外に延びる。

残存長軸 082m、 幅 0,7m、 深度 10cmを測り、不整長方形を呈す

る土坑である。遺構覆土は灰色砂質土層である。中央部やや北寄り

の小穴より花蘭岩が出土した。礎石の可能性があるが、周辺の柱穴

群の配置から掘立柱建物は想定されない。

9号土坑 SK1009 (第 34図 )

3区、k llグリッド付近にて検出。西側を撹乱により削平され

ている。残存長軸 0,7m、 幅 0.62m、 深度 6 clnを 測り、楕円形を

呈する土坑である。遺構覆土は灰色砂質土層、灰オリーブ色砂質土

層である。

528は磁器の瓶である。

10号上坑 SK1010(第 85図 )

3区、 J10グリッド付近にて検出。西側を SK1009に 切られて

いる。残存長軸 1.22m、 幅 0.3m、 深度 1 0cmを 測り、長楕円形を

呈する土坑である。遺構覆土は灰色砂質土層である。

11号土坑 SK1 011(第 86図 )

3区、j llグ リッドにて検出。残存長軸 1.5m、 幅0.78m、

一-108-―



|

L=0.00m

深度 8 cmを測り、不整長方形を呈する土坑であ

る。遺構覆土はオリーブ黒色砂質土層、灰色砂

質土層である。

12号上坑 SK1012(第 87図 )

3区、j10グリッドにて検出。残存長軸 1,23

m、 幅 0.31m、 深度 7 clnを 測 り、長楕円形を

呈する土坑である。遺構覆土は灰色砂質土層で

ある。

13号土坑 SK1013(第 88図 )

3区、j llグ リッドにて検出。西側を撹乱に、

南側を SK1014に 削平されている。残存長軸

088m、 幅 0,83m、 深度 8 cmを測 り、不整長

穿ヨ81[剛  SK1007其重帯SI劉

|

1:オ リーブ黒色 (7,5Y3/1)砂質土層

2:灰色 (75Y4/1)砂 質土層

3:黒色 (75Y2/1)砂 質土層        ο

潮琶ワ藝
289

●
―○ ―
⇔

3∞

0                     /θ 9″

288-301

（
側
Ψ

◎

第 82図 SK1007出 土遺物図
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幾

一
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一
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遺構 材質 器 種 日径 器高 最大径 底径 胎土色
綴 寸・釉

薬
外面文様 内面文様 印・ 銘等 製作地 備考

SK1007 陶器 碗 (109) (72) (52)

再

ト

断

,Y6/1灰

,Y7/1灰 白

最釉 肥前系

外面砂目

SK1007 陶器 碗 (57)

刊

ホ

断

75Y6/2灰 オリーブ

75Y6/2灰 オリーブ

ア.5 Y R5/3に ぶい掲

最釉 肥前系

SK1 007 陶器 碗 (12.1) (4.6)

勺

ホ

lF

25Y5/2 暗灰貢

2.5Y5/2暗 灰黄

7.5YR7/4に ぶい橙

陰付け、

池釉
ヨ木 肥前系

291 SK1 007 陶器 皿 (12,7) (3.8)

対

ト

断

25Y6/2灰 黄

25Y6/2灰黄

75Y7/4

疱釉 肥前系

129

292 SK1 00, 陶器 皿 (13.2)

勺

Ⅲ

断

5Y6/2灰オリーブ

5Y6/2灰オリーブ

2.5Y7/3浅 黄

納 肥前系

内外面に貫入

あり

見込み、高台

に砂目痕あり

293 SK1 007 磁 器 皿 (15,8) (162)

為

琳

lh

5Y7/1灰自

25Y7/3巌

2.5Y62灰黄

施釉

294 SK1 007
土師質土

器
杯 (1■ 8) (22) (120) (72)

句

ホ

lF

10YR8/2灰 白

10YR8/2灰 白 ヨヨナデ

匠部 口監 糸▼

り

295 SK1 00ラ
土師質土

器
杯 104

刃

米

断

10YR3/2 灰 自

10TR3/3浅黄橙

10YR8/2灰 自

ヨヨナデ ユビナデ

隣 剖
'回

転 糸 ,

り

296 SK1007 輔 碗

殉

米

斬

5Y6/2灰オリーフ

10YR6/3にぶい黄橙

25Y6/2灰黄

施釉 肥前系

SK1 00ラ 土師器 羽釜 ? (17.1) (20.41

困

外

断

5Y7/1灰 白

N8/0灰白

5Y5/1'疋

ヨコナデ

ユビォサエ

→ユビナデ

ナデ

瓦質土器 掘炉 (120)

月

米

断

5Y7/1 灰 自

5Y7/1灰 目転ナデ

1

け

299 土製品 土鈴

内

外

断

25Y6/1黄灰

10YR7/3にぶい黄橙

25Y6/1黄灰

阻ユヒナテ

→絞 り痕

膵部ユビナ

餓絞り痕

体部ユビナ

デ

土師質 土 錘
孔径

04

全長

30

幅

■0

厚さ

09

内

外

断

5YR6/4に ぶい橙

5YR6/4に ぶい橙

2.5YR6/6橙

還物

番号
遺構 器種 全長 幅 厚み 重量 備考

実測

番号

碁 石 2.10 0,70

第 39表 SK1007出土石製品観察表

第 38表 SK1007出土陶磁器類観察表

PL。 167 SK1007遺物出上状況 PL. 168 SK1007三上擢勢住窄ミ】犬況
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PL. 169 SK1008完掘状況
1:灰色 (5Y4/1)砂 質土層

鋳]83[剛  SK1008丼豊捕St剛

L O.00m____

1:灰色 (5Y4/1)砂 質土層

2:灰オリーブ色 15Y5/2)砂 質土層

併584[剛  SK1009芸童檸ま[劉、

1:灰色 (10Y4/1)砂質土層

鋳]85[瓢  SK1010,重帯S[剛

デ子(
528

0                   Fθ o″

′ ∫ `

出土遺物図

彗召
遇脩 材質 繰 口径 器高 最大径 底径 胎土色

脱割了・ rE

慈
外面文様 内面文様 印・ 銘等 製作地 備考

線

鶴

,28 SK1 009 磁器 価

WIツ .う′υ日

叫 9S,0白

169島6.5′3Sあ さいグ

レイみの音

竜釉

第 40表 SK1009出土陶磁器類観察表

方形を呈する土坑である。遺構覆土は灰色砂質土層である。

14号土坑 SK1014(第 89図 )

3区、j llグリッドにて検出。西側を撹乱に削平されている。残存長軸0.84m、 幅0.26m、 深度8 cmを

測り、長方形を呈する土坑である。遺構覆土は灰色砂質土層である。
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L=0.00m―――

11オ リーブ黒色 (7.5Y3/1)砂質土層  θ            肋

2:灰色 (7.5Y4/1)砂質土層

第 86図 SK1 011遺構図

＼

0                       カ″

1:灰色 (10Y4/1)砂質土層

第 88図  SK1013遺構図

と=0.00m

1:灰色 (10Y4/1)砂質土層

第 87図  SK1012遺構図

|

L=0,00m

1:灰色 (10Y4/1)砂質土層

第 89図 SK1014遺構図

＼
＼

|

司:灰色 (10Y4/1)砂質土層

第 90図  SK1015遺構図

|

L=000m

O                        /zP
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1:灰色 (10Y4/1)砂質土層
0                        ■m

第 91図 SK1016遺構図

0                          ■m

第 92図  SK1017遺構図

|

1:灰色 (10Y4/1)砂質土層

L=000m

|

L=000m

第 93図  SK1018遺構図
第 94図 SK1019遺構図

15号土坑 SK1015(第 90図 )

3区、 111グ リッド付近にて検出。残存長軸 2,74m、 幅 0.24m、 深度 7 cmを測り、溝状の長楕円形を呈

する土坑である。遺構覆土は灰色砂質土層である。

16号土坑 (第 91図 )

3区、 i llグ リッドにて検出。残存長軸 1.86m、 幅028m、 深度4 cmを測り、溝状の長楕円形を呈する

土坑である。遺構覆土は灰色砂質土層である。

17号土坑 SK1017(第 92図 )

2区、 112グ リッドにて検出。東側は調査区外へと延びる。残存長軸 086m、 幅 015m、 深度 9 cmを測

り、溝状の長楕円形を呈する土坑である。遺構中央部にて直径 8cmの小穴が検出された。遺構覆土は灰色砂質

土層である。

18号土坑 SK1018(第 93図 )

3区、 111グ リッドにて検出。残存長軸 122m、 幅013m、 深度7 cmを測り、溝状の長楕円形を呈する

土坑である。遺構覆土は灰色砂質土層である。

19号土坑 SK1019 (第 94図 )

3区、 111グ リッドにて検出。残存長軸 1.28m、 幅 0.25m、 深度 10cmを測り、清状の長楕円形を呈す
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―≪D―
L O.00m―

1:灰色 (7.5Y5/1)砂質土層

第 95図  SP1001遺構図

0                   ア巧η

l:灰色 (10Y4/1)砂質土層

L=000m―

0                          ■m

l:暗オリーブ灰色 (2.5GY4/1)砂 質土層

鮮596[剛  SP1002共董帯雪[剛

し=0.00m一――

司:灰色 (10Y4/1)砂質土層

併]99[劉  SP1005】重帯S[剛

L 000nn―

―

◎

―

L=0100m―

0                   ′″

1:緑灰色 (7 5GY5/1)砂 質土層

併ヨ100[剛  SP1006】重帯St剛

L=0,00m―――

303

0                  ′θ七確
I

′  ' 4r

302

θ                       力″

呵:灰色 (10Y4/1)砂質土層

安]97[剛  SP1003 1豊帯St囲

る土坑である。遺構中央部にて直径 1 4clnの 小穴が検出された。遺

構覆土は灰色砂質土層である。

1-44号柱穴・rJ、穴 SP1 001-1044(第 95-136図 )

2,3区を中心に 44基の柱穴・小穴が検出されたが、掘立柱建

物を構成する配置は確認されなかった。遺構深度も 20cm以下の非

常に浅い掘削であり、建物を構成する柱穴とは考え難い。SP1006,

1007,1008よ り杭が検出された。調査担当者により柱穴として

掘削されているが、杭打設よる土色変化と捉えるべきである。

SP1004,1013,1036よ り遺物が出土 した。SP1004出土の

物

号

睡

番
遺構 器種 全 長 幅 厚 み

1

重 量 備考
冽

口巧

罵

堅

SP1004 0.7

第 41表 SP1004出土金属製品観察表

0                    5o″

ノ |タ

303

・・・ェけ

・・・

∞

第 98図 SP1004遺構図、出土遺物図
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‐
◎

‐

1:緑灰色 (7 5GY5/1)砂 質上層

鋳ヨ101[瓢  SP1007芸董炉St劉

0                          ゴ′″

1:暗オリーブ灰色 (5GY4/1)砂質土層

2:緑灰色 (7 5GY5/1)砂 質土層

第 104図  SP1010遺構図

302は肥前系磁器の皿である。唐津。

304は陶器の皿である。外面は無文で、

出土の 529は船釘である。

1:緑灰色 (7.5GY5/1)砂 質土層

鋳]102[剛  SP1008引董帯S[劉

L=0.00m―

1:オ リーブ灰色 (5GY5/1)砂質土層

第 105図 SP1011遺構図

303は 船釘である。SP1013出 土の

内面は草木で構成される。SP1036

―≪働 ―
―

◎

―

―⊆⊃ ―
し=000m―

1:オ リーブ灰色 (2.5GY5/1)砂 質土層

併5103[剛  SP1009ゞ甍帯雪[剛

L=000m―

0                        ■ぬ

1:オ リーブ黄色 (5Y6/4)砂 質土層

2:オリーブ黄色 15Y6/4)砂 質土層

3:オ リーブ色 (5Y5/4)砂 質土層

0               ′Эcm

/ 1 を

第 106図  SP1013遺 構図、

出土遺物図

|

L=0.00m

0

1号性格不明遺構 SX1001(第 137図 )

3区、 112グ リッド付近にて検出。東側は調査区外へと拡がる。残存長

軸 4.46m、 幅 2m、 深度 1 0cmを 測り、不整円形を呈する。遺構覆土はオリー

靱

口召

畳
一
略

遺構 材質 器 種 口径 器高 最大径 底径 胎土色
菫

外面文様 内画文様 印・銘等 製作地 備考

実

番

302 SP1004 磁 器 皿

再

琳

断

7.5Y7/1灰 日

7.5Y7/1灰 白

N7/0灰 白

潮 唐津

第 42表 SP1004出土陶磁器類観察表

勁
男

遺構 材質 器種 日径 器 高 最大径 底径 胎土色
鮒 ●釉

薬
外面文様 内面文様 印・錨等 製作地 備考

実

番

304 陶器 皿 (18.0〕 (2.3)

困

外

断

7.5Y5/1灰

25Y4/1糞灰

NS/0灰

鮒
齢

草ホ

第 43表 SP1013出土陶磁器類観察表
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― ③ 一

と=0,00m―       
―

1:緑灰色 (7 5GY5/1)砂 質土層

第 107図  SP1012遺構図

L=0,00m―

司:オ リーブ黄色 (5Y6/3)シ ルト質土層

2:オ リーブ黄色 (5Y6/3)シ ルト質土層

第 110図 SP1016遺構図

|

L=000m

呵:灰オリーブ色 (5Y4/2)砂 質土層

2:灰オリーブ色 (5Y4/2)砂 質土層

第 113図 SP1019遺構図

1:灰オリーブ色 15Y5/3)砂 質土層

2:灰オリーブ色 (5Y5/3)砂 質土層

第 108図  SP1014遺構図

L=000m―――

0                   アロ

11オ リーブ黄色 (5Y6/41砂 質土層

2:オ リーブ責色 (5Y6/41砂 質土層

3:オ リーブ色 (5Y5/4)ン ルト質土層

第 111図 SP1017遺構図

|

し=000m

1:灰オリーブ色 (5Y4/2)砂 質土層

2:灰オリーブ色 15Y4/2)砂 質土層

併]]12[辺  SP1020メ董帯ま[囲

:灰オリーブ色 (5Y5/3)砂 質土層

:灰オリーブ色 (5Y5/3)砂 質土層

109図  SP1015遺構図

―

◎

―

１

２

第

―○ ― ―

⑤

一

‐
０
‐ L=0.00m

―

◎

―

1:灰オリーブ色 15Y4/2)砂 層

2:灰オリーブ色 15Y4/2)砂 質土層

第 112図 SP1018遺構図

|

L=0.00m

1:オ リーブ褐色 (25Y4/3)細 砂層

2:灰色 (75Y4/1)細 砂層

113図  SP1021遺構図

ｌ

③

ｌ

第

‐―

―

‐

Ｆ

δ

ｏ
．ｏ
＝
コ
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―

鬱

―

L=0.00n∩ ――――

1:灰色 (10Y4/1)砂質土層

2:灰色 (10Y4/1)砂質土層

併]114区] SP1022ゞ豊帯ま[劉

|

L=0,00m

|

L=000m

1:灰色 (7.5Y5/1)砂質土層

第 115図  SP1023遺構図

1:灰オリーブ色 (5Y5/3)砂 質土層

第 116図  SP1024遺構図

L=0.00m_

1:灰オリーブ色 (5Y5/2)砂 質土層

鋳3118[里  SP1026丼重帯S[劉

L=0.00m

1:灰オリーブ色 (5Y5/2)砂 質土層

鋳]119[劉  SP1027丼豊帯St剛

0                   ′コ

1:灰色 (lllY4/1)砂 質土層

鋳3117[剛  SP1025弐童帯S[剛

1:灰色 (10Y4/1)砂質土層

2:灰色 (10Y4/1)砂質土層

120[剛  SP1028引董帯ξ[剛

L O.00m―

第

|

し=0.00m

θ                    ′
"

1:灰色 (10Y4/1)砂質土層

鋳]121[劉  SP1029芸童帯ξ[剛

1:灰色 (7.5Y5/1)砂質土層

鮮5122[劉  SP10301霊帯SI劉
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L=000m―

1:灰色 (10Y4/1)砂質土層

鋳]123[剛  SP1 031)貴帯ま[劉

L=000m―――

1:灰色 (10Y4/1)砂質土層

第 126図  SP1034遺構図

L=000m―

1:灰色 (10Y4/1)砂質土層

124[瑠  SP1032丼董準St劉

L=000m

1:灰色 (10Y4/1)砂質土層

第 125図 SP1033遺構図

司:灰オリーブ色 (5Y5/3)砂 質土層

2:暗灰黄色 (2.5Y5/2)砂質土層

― □

529

0                    5cm

′ テ タ

第 128図  SP1036英董構図、

出土遺物図

―

◇

―

―

◎

―

第

L=000m

‐
○

‐

‐
噂

‐

L=000m

1:暗灰黄色 (25Y5/2)砂 質土層

寄ヨ127[剛  SP1035丼董帯St剛

ブ灰色砂質土層である。

1区包含層出土遺物 (第 138～ 151図 )

305は肥前系磁器の碗である。外面は丸 (波 ?)と蔓草と横線で、

内面は横線で構成される。見込みには変形字銘が施される。306

は磁器の鉢である。外面は牡丹 (?)で、内面は雷文で構成される。

307は磁器の碗である。308は 肥前系磁器の碗である。外面は丸

(よ るけ横線)と横線で、内面は横線で構成される。見込みの絵付

けは不明である。309は 陶器の碗である。310は 肥前系磁器の碗

である。外面は格子文で、内面は区画で、見込みは 1条圏線で構成

される。内面は呉須の発色不良が観察される。311は 磁器の碗で

ある。内外面とも貫入が観察される。312は肥前系陶器の碗である。

―
∇

第 44表 SP1036出上金属製品観察表

釉薬は薄くかかるのみである。313は肥前磁器の皿である。外面は山と竹で、内面は雷文と横線と草で、見

込みは「□十中」の銘で構成される。314は肥前系磁器の皿である。外面は蔓草で、内面は花と櫛歯で構成

される。315土師器の皿である。外面は草木 (?)で構成される。七角皿か。316は肥前系磁器の皿である。

外面は唐花連続で、内面は丸に樹木 (松)と家屋と山で構成される。317は磁器の皿である。318は 陶器の

皿である。319は磁器の皿である。外面は波で、内面は水と草木で構成される。形打ち整形か。底部は蛇の

目凹形高台である。320は 陶器の皿である。見込みに砂目痕が残る。321は肥前系陶器の皿である。見込み

】』

番
遺構 器 種 全長 幅 厚 み 重 塁 備 考

測

号

実

番

529 船 釘
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‐
∩
廻
‐

L=0.00m

O                           ′ュη

l:黄褐色 (2.5Y5/3)砂質土層

鋳ヨ129[剛  SP1037封霊準ξ[劉

1:黄褐色 (2.5Y5/3)砂質土層

身]132[剛  SP1040 N豊帯ま[剛

L=0.00m

1:晴灰黄色 (2.5Y5/2)砂質土層

2:黄帽色 (2.5Y5/3)砂質土層

ｍ」
〓
０
．
０

θ                   ′″

1:黄褐色 (25Y5/3)砂 質土層

鋳S13][劉  SP1039)重帯St劉

1:黄褐色 (2.5Y5/3)砂質土層

鮮3134[剛  SP1042ゞ董帯ξ[囲第 133図 遺構図

0                     カη

l:黄褐色 (2.5Y5/3)砂質土層

ｌ

③

ｌ

―⊆⊃― 一

〇

―

L=0.00m

1:黄褐色 (2.5Y5/3)砂質土層

雰]130[剛  SP1038丼重帯S[剛

0                   ′刀
|

1:黄褐色 (25Y5/3)砂 質土層

ＳＰ‐０４‐

◎

第 135図  SP1043遺構図    第 136図  SP1044遺構図

と高台に 3方向の砂目痕が残る。322は 陶器の皿である。削り出し高台で、体部下半は露胎である。見込み

には重ね焼き痕が残る。内外面共に貫入が観察される。323は 陶器の皿である。見込みと高台に 3方向の砂

目痕が残る。唐津系か。324は 陶器の皿である。瀬戸系か。325は 陶器の皿である。見込みと高台に 3方向

の砂目が残る。唐津系か。326は瀬戸系陶器の皿である。327は陶器の鉢である。瀬戸系。高台付近から露

胎する。高台は貼り付けた後にヘラケズリを施す。高台には針目が観察される。328は肥前系磁器の瓶である。

―-119-



1:オ リーブ灰色 (2 5GY5/1)砂 質土層
O                       ヵη

第 137図  SX1001遺構図

外面は草で構成される。329は磁器の花生けである。外面は鉄釉による器物もしくは人物で構成される。瀬戸・

美濃系か。320は磁器の瓶である。外面は横線と鋸歯で構成される。肥前系か。331は肥前系磁器の蓋であ

る。外面は鯉と水草で、内面は無文で構成される。332は陶器の花生である。大谷焼。333は磁器の皿である。

334は磁器の杯である。335は 陶器の大形甕である。丹波。336は土師質土器の羽釜脚部である。胎土中に
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て
~¬

房
３‐５

が   o

晏  W ゆ  

珀

θ                   /aOη

イ ' 4r          305へ 才319

319   第 ]38図 1区包含層出土遺物図 (1)
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置物

番掲
遺構 材 質 器 種 口径 器高 最大径 底 径 胎土色

絵付・ 釉

壌
外面文様 内面文様 印・銘等 製作地 備考

美測

巨暑

1区包

含層
端 碗

内

外

断

'GY7/1明
オ リーフ灰

,GY771明オ リーブ灰

W8/灰 白

程付、施

噛

丸 (波 7)

十蔓草 +摘

復

横線 査形字銘 肥前系

306
1区包

含層
磁 器 鉢

内

外

断

u3/0灰

寸8/0灰
楽付、施

噛
士丹 P 雷文 肥前系

307
1区包

含層
磁 器 碗 (65)

内

外

断

15YR7/2明褐灰

15GY7/1明 オリーブ灰

Ч8/0灰白

ホ面に施

駐
420

1区包

含層
磁 器 碗

内

外

断

iCY8/1灰白

,GY3/1灰自

uR′ 白

会付、施

監

tt(よ ろけ

鵡 文)+
B4●

絲 宮 (不明 ) 肥前系

1区包

含層
陶器 碗

内

外

断

,Y6/3オ リーブ黄

;Y6/3オ リーブ黄

;Y7/1灰 白

疱釉

1区包

含層
鵡 碗 (112) (45)

内

外

断

10Y8/1灰自

10Y8/1灰自
鉢す。施

噛
善子文

区画

見込み :圏

線 1築

肥前系

内面 :呉須C

発色不良 369

1区包

含層
鰐 碗

内

外

断

75Y7/1灰 自

757/1灰 白

NA′n旺白

臼 付 け 、

疱釉

内外面とも貫

入あり

1区包

含層
陶器 碗 (45)

内

外

断

灰 自

75Y7/1灰 自

ア.5YRア/4にぶい橙

疱釉 肥前系

ケスリ出し高

1区包

含層
端 皿 (96)

内

外

購

10Y8/1灰自

5GY3/1灰 白

NA′∩匠白

会付・施

強
●+竹

雷文+横腺

十草

□に「中」

の文字
肥前系 382

1区包

含層
磁 器 皿 (112)

内

外

断

10Y8/1灰 自

l llY3/1灰 白

N8/0灰 白

会付・施

噛
つる草 花十櫛歯 肥前系 389

1区包

含層
磁 器 皿

内

外

断

10GY8/1明 緑灰

10GY3/1明 緑灰

NR/n匠 白

楽付、施

仙
ヨ木 ?

七角皿の可斜

性有

1区包

含層
土師質 土鍾

孔径

0,4

全長

2,9

幅

1.1

厚さ

105

内

外

断

,YH6/6種

;YR6/6橙

,YR6/6本豊

ユビナデ
雲母、赤色斑

粒を含む
388

1区包

含層
磁 器 皿 405

内

外

断

N8/0灰白
喰付・施

輸
吉花・連続

樹木 (松丸)

+家屋+山
肥前系 378

1区包

含層
磁 器 皿

再

Ⅲ

lF

25Y6/2灰 黄

25Y6/2灰 黄

25Y7/2灰 黄

疱釉

1区包

含層
陶器 皿 (133)

対

Ⅲ

断

'.5Y8/1灰
自

'5Y8/1灰
白

;YR6/4に ぶい橙

鮒 け不

月、施釉

1区包

含層
磁 謡 皿 (138)

勺

ホ

断

鉾」・施

4L

形打成形 ?

(韓轍→土

型)

波

形打ち成

形 ?

水+草花

377

1区包

含層
陶器 皿

再

ホ

lF

10Y7/1灰 自

25Y6/2灰 黄

N6/灰

疱釉 肥前系 方向砂目

321
1区包

含層
陶器 皿 (143)

対

米

断

5Y6/2灰オリーフ

5Y6/2灰オリーブ

75Y6/1灰

池釉 EB前系
勺外面 3方向

汐目あり

1区包

含層
陶器 皿 117

再

ホ

断

5Y6/3オ リープ黄

5Y6/3オ リーブ黄

5Y7/1,死

疱釉 瀬戸系

則り出し高台

勺面に重ね焼

単粛右

323
1区包

含層
陶器 皿

丹

Ⅲ

断

5GY7/1明 オリープ灰

5YR6/4に ぶい橙

ア.5YRフ/4にぶい橙

疱釉 唐津系
勺外面 3方向

ひ目

324
1区包

含層
陶器 皿

再

ホ

断

5Y8/2灰白

5Y8/2灰白

25Y8/2灰白

疱釉 瀬戸系

1区包

含層
陶器 皿 (23) (10,2)

句

Ⅲ

断

5Y6/2灰オリーブ

10YR6/3にぶい黄橙

10YR6/2灰黄褐

陰付・施

随
草 唐津系

外々面3方向

り目あり

第 45表 ]区包含層出土陶磁器類観察表 (1)
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物

コ「

買
一
路

遺構 材質 器種 口径 器高 最大径 底径 胎土色
絵付・釉

薬
外面文様 内面文様 印・銘等 製作地 備考

渕

日「

1区包

含層
陶器 皿 (172)

勺

朴

析

10YR7/4にぶい貢種

25Y7/3浅黄

25Y8/3鴻 蓋

帥 瀬戸系

[区包

含層
陶器 鉢 (342) (75) (150)

内

外

断

5Y6/3オ リーブ黄

5Y6/3オ リーブ黄

25Y8/2灰白

齢 膳輯ナデ 嘘輯ナテ 瀬戸系

高台貼り付け

て削る

貫入あり

針目あり

328
1区包

含層
船 瓶

勺

朴

断

N8/0灰 自

2 5GY771明オリーブ灰

N8/0灰 白

陰付・施

髄
肥前系

1区包

含層
朧 花生

再

Ⅲ

断

25Y3/2灰自

10YR7/1灰 自

25Y8/2灰 白

染付、施

釉

企明 (人 771

もしくは器

助〕

瀬戸系

1区包

含層
磁 器 瓶 (56)

再

ホ

断

6yO′ 3s′75ベージュ

148G,ls,35緑みの自

14BG,ls.85緑みの白

朴面に施

髄
黄線 +鋸歯 肥前系 367

1区包

含層
磁 器 蓋 (100) (103)

つまみ

部

3.8

月

ホ

lF

5GY8/1灰 自

5GY3/1灰 白

N8/0灰 白

会付・施

髄
コイ、水草 肥前系

332
1区包

含層
陶器 花生

再

ホ

断

5YR2/2黒褐

5YR2/2黒褐

10YR4/3永褐

疱釉 珈娘ナデ 聴輯ナデ 大谷焼 双 耳

1区包

含層
磁 器 皿 (108)

再

Ⅲ

F

5Y5/4オ リーブ

5Y6/3オ リーブ黄

5Y7/1灰白

384

I区包

含層
磁 器 杯

付

ホ

断

N8/0灰白

N8/0灰自 疱釉 近代

1区包

含層
陶器 糞 ?

凋

ト

lF

/5YR6/4に ぶい黄橙

7.5YR3/2黒 褐

5YR6/4にぶい橙

疱釉 聴鞭なで 聴輯ナデ 丹波

I区包

含層

土師質土

器
羽 釜 10YR7/2にぶい黄橙

ユビオサエ

→ユビナデ

石英、長石、

結晶片共含喬
フ

1区包

含層
陶器 鉢 (240) (5.5) (244)

円

ホ

断

10YR4/2灰貢褐

10YR4/1褐灰

5YR5/2灰褐

施釉 皮り蟷攻

1区包

含層
瓦器 羽釜 262

再

|
lF

,PB4/1暗 管灰

3ヽ/0暗灰

,Y7/1,疋

ヨヨナデ

ヨヨナテ+
ハケ (10

条 /cm)

外面鍔下側～

体部に煤付着

1区包

含層

須恵質土

器
捏ね鉢 (316) (53) (324)

円

ホ

F

15Y5/1貢灰

;Y6/1灰

,Y6/1灰

回転ナデ 回転ナデ 東播系
石英、長石含

む

1区包

含層

土師質土

器
鍋

内

外

15Y5/1黄灰

15Y571黄灰
ヨヨナデ ヨヨナデ

外国際1了着

石英、長石、

赤色斑粒含

1区包

含層
土師器 捏ね鉢 (222) (229)

内

外

断

25Y5/2暗 灰黄

10YR6/3にぶい黄橙

10YR4/4褐

ヨヨナデ ヨヨナデ
外面口縁冊煤

付着

342
1区包 須患買主

器
捏ね鉢

内

外

,Yア /1灰

,Y7/1灰
回転ナデ 回転ナデ 束播系

石英、長石、

黒色斑粒含

343
1区包

含層
陶器 播 鉢 (13.0)

内

外

外

,YR5/4に ぶい赤褐

,YR5/1褐 灰

15Y4/1黄灰

体部ヨヨナ

底部板ナデ

体部・ 凰部

播目 (5条

たm)

底部続ナデ

偏前

344
1区包

含層

土師質土

器
摺鉢

内

外

断

2.5Y3/1黒褐

10YR2/1黒

10YR6/1褐灰

板ナデ
信 り目

条 /S lcm)
東播系 8

346
1区包

含層
土製品 土 管

長さ

(22.3)

管部外

径

176

管部内

径

140

管部厚

15

表

裏

断

,YR5/6明 赤褐

,YR5/6明 赤褐

,YR4/6赤 褐

ハ ケ

端部のみ′ヽ

ケ

後はユビナ

デ

1区包

含層
瓦 質

土製円

盤

長さ

64

幅

６３

厚さ

15

重さ

フ25

表

裏

断

寸5/0灰

4ヽ/0灰

'Y7/1灰
白

平瓦からの転

用

1区包

含層
土師質 土 錘

孔径

03

全長

3.5

幅

11
隣
側

内

外

断

10YR6/1褐灰

2 5YR6/6橙

ユビナデ

第 46表  1区包含層出土陶磁器類観察表 (2)
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結晶片岩を含み在地産である。337は陶器の鉢である。外面は波状文で構成される。338は瓦質の羽釜である。

鍔から体部にかけて煤が付着する。340は土師質土器の甕である。外面に煤が付着する。古代末か。339は

須恵質土器の捏ね鉢である。東播系か。341は土師質土器の握ね鉢である。日縁部に煤が付着する。342は

須恵質土器の捏ね鉢である。東播系。343は陶器の播り鉢である。播り目は 5条/cmである。備前系か。344

は須恵質土器の播 り鉢である。焼成が甘く還元焔焼成されておらず土師質である。橘り目は 18条/5.lcmで

ある。345は土錘である。346は土師質土器の土管である。外面にはハケが、内面にはハケ後にユビナデが

施されている。 468は土製円盤である。平瓦からの転用で、側面は丁寧な研磨が施されている。469,4

＼

0                   ′θpη

ア  ∫ 4r

336～ 346

346

区包含層出土遺物図 (3)
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霞物

番毛
通情 材質 器 種 口径 器高 最大径 底径 胎土色

喰付・ 釉

望
ホ面文様 内面文様 印・銘等

聯 地 躊考 実

番

470
1区包

含層
土製品 土 錘

孔径

0.5

全長

3.2

幅

―
・
０

厚さ

095

内

外

断

,YR5/6明 赤褐 ナデ

石英、雲 母、

結晶片岩を含

む

1区包

含層
土製品 土 錘 降

Ｗ

金長

3.25

幅

105

厚さ

09

内

外

断

,YR5/6明 赤褐 ユビナデ 報
路

ス
餅

石

結

む

373

1区包

含層
土師質 土人形

内

外

7.5YRフ /4にぶい黄橙

7 5YR7/4に ぶい橙
3老人

石英、雲母、

赤色斑粒含

車面F指締着

〕5

鋤
耕

遺構 器種 長
配当口

径
文様径 縁高 玉締

震器面色
断面色話 巴種

珠文

数

ヨビ

キ落

布目

慮
焼成 郵

粉
備考

厚 調 調 番号

347
1区 包 遣

層
軒丸瓦 (155) (157) Ч4/0灰 Ч4/0灰

7.5Yア /1

死白
無 無 良 有

1区 包合

層
軒丸瓦

N3/0暗

IA・

可4/0灰 ,Y671灰 左巻三E 有 無 良 艮 17

1区 包 壱

目
軒丸瓦

σ‐０
　
阪

阿
疋

鰤　耐
左巻 無 無 艮 有 386

350
1区包 ε

層
軒丸瓦

3ヽ/0晴

売
N2/0黒 'SY7/1

死白
左巻三[ 無 良 有 74

1区包ε

層
丸 瓦 232

15Y7/1

死白 ］僻潜

を,57/1

死白
有 艮 有

,只部に釘穴 1

代あり

1区包 名

層
丸瓦 234

5PB4/1

搭 書 匝
N4/0灰

75Y7/1
無 無 良 無

1区包含

層
�

5PB4/1

陪音康 蜘
向

!5Y7/1

天自
無 無 良 良

1区包台

層
丸瓦 205 N4/0灰 Ч5/0灰 W4/0灰 無 艮 有

355
1区 包 君

丸 瓦 N5/0灰 W7/0灰 哺7/0灰 無 有 良 無

1区包 信
丸IE N6/0灰 Ч4/0灰 寸6/0灰 無 有 良 無

1区包含

層
瓶 21.2 N4/0灰 N5/0灰 ,Y7/1灰 無 有 良 有

358
1区包含

層
軒丸瓦 N4/0灰 N5/0灰

'5Y7/1

A・ 白
有 良 有 4

359
区包禽

冒
丸瓦 222

N3/0暗

灰
Ч4/0灰

5Y8/1灰

白
無 有 良 無

第 47表 1区包合層出土陶磁器類観察表 (3)

第 48表  1区包含層出土瓦類観察表 (1)

第 49表  1区包含層出土瓦類観察表 (2)

実副

番電
遺構 器種 長 上弦幅 弦深 垂れ長

照穣 区

幅

電様区

高

平瓦厚

鍬
表器面色調 襲器面色調 断面色調 文様 焼成 郵

紛
備考

1 1区包含層 軒平瓦 2ヽ/0黒 5Y2/1黒 ,Y6/1灰 唐草文
やや

甘い
有

3 1区包含層 平 瓦 17“ ,Y4/1灰 5Y5/1灰 ,Y7/1灰 白 良 有

9 1区包含層 平 亙 336 Ч4/0灰 5B4/1賠晉灰 寸6/1灰 農 有 」穴 1穴あり
1区包含層 軒平瓦 ,Y4/1灰 N6/0灰

'Y6/1灰
良 無

40 1区包含層 軒平瓦 Ч3/0暗灰 Ч3/0暗灰 16/0灰 料
敬

宝

唐
良 有

48 1区包含層 軒平瓦 N3/0暗灰 ,Y4/1灰 ,Y6/1灰 良 無

422 1区包含層 F平瓦 N4/0灰 NS/0灰
'Y6/1灰

良 無 360

平瓦 NS/0灰 u5/0灰 ¶7/0灰自 唐軍文 良 363
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第 141図 ]区包含層出土遺物図 (4)

471は土錘である。472は土師質の泥面子である。寿老人を描く。

368～ 429は船釘である。430～ 435は 藝である。436～ 438は鑑である。439は 懸金具である。440

は鉤金具である。441,442は 銅製の縁金具である。443は座金である。444は把手である。445～ 448は

煙管である。449～ 453は飾板である。

454～ 456は船部材である。457～ 460は木製の船釘である。462～ 464は船部材である。465～ 467

は下駄である。

2区包含層出土遺物 (第 152～ 154図 )

473は磁器の碗である。外面は横線で、内面は横線と花で構成される。474は磁器の碗である。外面は牡

丹と獅子と雷文で、内面は無文で構成されている。475は磁器の碗である。外面は無文で、見込みは 2条の

圏線とコンニャク印判による五花弁文 (梅花)で、高台は「渦福」で構成されている。内外面とも貫入が観

6
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